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お買い上げいたださ、ありびとうございます。 

A ご使用の前に 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に4〜7ぺージの r 安を上のごを意 J は、必ずお読みいただ 
を、安をにお巧いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切にイ呆管し、必要な 
とさにお読みください。 
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はじめに 


本機の特長 


本機の置さ場所について 


高音質デジタルアンプ 「 DEUS 」 を搭載 

デジタルノ くワーアンプの「ル型」「軽量」「高効率」とい 
う特長を活かしなびら、アンプ内で生成されたデジ 
タル信号とアナ □ グ信号をそれぞれフィードバック 
する「八イブ U ッド•フィードバック」技術により、高 
音質オーディオ特性を実現させました。 

デジタル信号処理技術のみでは解決でさない高音質 
デジタルノ くワーアンプ固有の問題点を、アナ□グ信 
号処理技術を加えることによって解決し、これに新 
開発のコア技術に加え、長年にわたり培ってさた八 
イエンド•オーディオアンプ設計技術を応用しまし 
た。 

この新開発デジタルアンプの名称を、当社の普遍的 
な高音質ヴウンドに対する姿勢を表現した言葉の頭 
文きを取り 「 DEUS ( Di 呂 ital Emotional Universal 
Sound )」 と命名しました。 


付属品 


お使いになる前に付属品をお確かめください。 

不足しているものびありましたら、お買い上げの販売店にお問 
い合わせください。 



本機は一己でから3己でまでの温度で使用でさるように設計され 
ています。この範囲外の温度環境で使用すると、誤動作をした 
り、故障の原因となります。また故障などを防止するため次の場 
所は避けてください。 



-湿気やほこりのをい所 


直射日光び当たる所や暖房器 
のそば 



寒し、所か5急に暖かい部屋へ -極端に寒い所 

移動したあとしば5くの間 



-磁気を発生ずる所 
-振動の激しい所 
- 0 A 機器やけい光好のすぐそば 



単3お乾電池 (2 本） FM 簡易型アンテナ （1 本) 

(リモコン動作確認用） 


AM ループアンテナ （1 個) 



-このほかに、取扱説明書(本書)や保証書び添付されています。 



■ 音楽を聞くときのエチケット 

音楽をお楽しみになるときは、隣近所 
に迷惑びかからないような音量でお聞 
さ < ださい。 

特に、夜はルさな音でも周囲によく通 
るものです。窓を閉めたり、へッドホン 


をご使用になるなどお互いに必を配 


り、快い生活環境を守りましょう。 

このマークは音のエチケットのシンボ 
ルマークです。 
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安全上のご注意 


一はじめにお読みください一 


L _I 給表示について I 

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示び記載されています。 

これらは、製品を安全に正しくお使いいたださ、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。絵表示の意味をよ 
く理解してから本文をお読みください。 


么警告 A 注意 


• この表示のを意文を無視して、誤った取扱いをすると、「死 • この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、「傷 

t または重傷を負う可能性び想定される」内容を示してい 害を負ったり物的損害び想定される」内容を示しています。 

ふ9 〇 


参絵表示の説明 
注意を5ながず記号 

A A 

一般的ま意 感電 


行為を禁止ずる記号 


行為を指示ずる記号 


0®® 〇 ^ 

禁止 分解禁止水めれ禁止 一般的指示電源プラグを抜く 


r A 警告 I 


万一、次のような異常が発生したときは 分解や改造をしない。 

ずぐ使用をやめる。 カバーを外さない。 


-煙び出ている、へんなにおいびするとき 



. 内部に水や異物び入ってしまったとき 
-落としたり、破損したとさ 
-電源コードび傷んだとさ(お線の露出や断線など) 


處 

電源プラグを抜< 





すぐに電源を「切」にし、必ず電源プラグをコンセントから 
抜く。異常び発生したまま使用していると、乂災や感電の原 
因となります。煙び出なくなるのを確認してから販売店に 
修理を依頼してください。お客様による修理は危険ですか 
ら絶対におやめください。 


乂災や感電の原因となります。 

内部の点検や修理は、お買い上げの販売店にご依頼くださ 
い。 



風呂場やシャワー室では使用しない。 

本機の中に水び入ると、乂災や感電の原因となります。 



水場での使用禁止 








A 警告 


本機の中に物を入れなし、。 

通風孔などから、金属物や燃 
えやすいちのび入ると、乂災 
や感電の原因となります。特 
にルさいお子様のいるご家庭 
では注意してください。 [ 




本機の上に水などの入った容器を置かない。 

花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬 

品など水の入った容器を置かない 

でください。こぼれたり、中に水び 

入った場合は、乂災や感電の原因 ^ 

となります。 ^ ^ 


周 

燃: 


電源コードを傷つけない。 

電源コードを傷つけると、乂災ゃ感電の原因となります。 
特に、次のことに注意してください。 

-電源コードを加工しない 六^^ . 

-電源コードを無理に曲げない (X ) 

-電源〕-ドをねじらない 

.電源コードを引っ張らない ^ J 

-電源コードを熱器具に近づけない \Mjy 
-電源コードの上に家具などの ^ 

重い物をのせない 


雷が鳴り出した！5、アンテナ線や 
電源プラグに触れない。 

感電の願となります。 ク を^!^ 




接触禁止 


電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

差し込みび不完全ですと、発熱したりほこりび付着して 
乂災や感電の原因となります。また、たこ足配線も、〕一 
ドび熱を持ち危睽ですのでしないで<ださい。 


〇 



表示された電源電圧(交流100ボ J レト)で 
使用ずる。 

表示された電源電圧 iu 外では、乂災•感電の原因となります。 
本機を使用できるのは日本国内のみです。 _ 


This set IS designed for use in 
Japan only and cannot be used in 
any other country . 




電源プラグは定期のに清掃ずる。 

電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほこりびたまつ 
て湿気を吸うと、絶縁低下を起こして、乂災の原因とな 
ります。定期的に電源プラグをコンセントから抜さ、ゴ 
ミやほこりを乾いた布で取り除いてください。 



本機の包装に使用しているポリ袋は、小さな 
お子様の手の届ぐところに置かない。 

頭からかぶると窒息の原因となります。 


0 







ち全上のご注意(つづき) 


一は じめにお読みく ださい一 


A 注意 


電源プラグは、 

コードの部分を持って抜かない。 

電源コードを引っ張ると、コードに傷 
びつき、乂災や感電の原因となること ^ 
びあります。 If 

電源プラグを持つて抜いてください。 


設置場所に注意ずる。 

次のような所に設置すると、乂災や感電の原因となることび 
あります。 

-湿気やほこりの多い所 

-直射日光の当たる所や、熱器具の近くなど高温になる所 
-窓ぎわなど水滴の発生しやすい所 






めれた手で電源プラグを 
抜き差ししない。 

感電の原因となることびあります。 


遷) 


めれ手禁止 



本機の上に重い物を置かない。 

テレビなどの重い物や本機からは 
み出るような大きな物を置くと、パ' 

ランスびくずれて倒れたり、落ちた 
りして、けがの原因となることがあ 作 
ります。 X 




通風孔をふさいだり、 

風通しの悪い場所で使用しない。 

本機の通風孔を店\さびないでください。通風孔を店\さぐと内 
部に熱びこもり、乂災の原因となることびあります。特に次 
のことに注意してください。 

-あお向けや横倒し、逆さまにしない 
-本箱、押し入れなど風通しの悪し做い所に押し込まない 
-テーブルク□スを掛けない 
-本や雑誌などをのせない 
-じゅうたんや布団の上に置かない 又 

• 設置する場合は、壁から1 OcmiU 上 ^ / 

離してください。また、放熱をよくす、ジ^^;;; 

るために、他の機器との間は少し離 
して置いてください。ラックなどに 
入れるときは、機器の天面から 
1 OcmLU 上、背面から1日 cmLU 上の 
すさまをあけて < ださい。 


長期間使用しないときは、電源プラグを抜く。 

電源び「切」でも本機には、わずかな 
電流び流れています。安全および節 

電のため、電源プラグをコンセント M 

から抜いてください。 




電源プラグを抜< 



( 使用中の本体の温度上昇について ) 

使用状態によっては、本体の温度び上昇することびあります 
び、これは故障ではありません。 

特に、大音量で使い続けると本体キャビネットび熱くなりま 
す。このようなときは、火傷などの原因となりますので本体 
には触れないようにしてください。 


( 設置についてのご注意 ) 

故障などを防止するため次の場所は避けてください。 

-不安定な所 
-振動の激しい所 
-湿気やほこりの多い所 

寒い所から急に暖かい部屋へ移動したとさは、約1〜2時間 
待ってから電源を入れて < ださい。 





A 迂意 


お手入れをずるときは、電源プラグを抜く。 3年に一度は内部の清掃を P ぶ売店に依頼ずる。 

電源び「切」でも本機には、わずかな電流び流れています。電 内部にほこりびたまったまま使用すると、乂災の原因となる 

源プラグびコンセントに接続されていると、感電の原因とな ことびあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行なう 
ることびあります。 と、より効果的です。 


运 


電源プラグを抜< 



移動ずるときは、接続コード類や 
電源プラグを抜く。 

接続したまま移動すると、コー 
ドび傷つき、乂災や感電の原因 
となることびあります。 




電源プラグを抜< 




はじめか5音量を上げずぎない。 

突然大さな音び出て、スピーカーを破損したり、聴力障害 
の原因となることびあります。 

電源を切る前に音量(ボ U ューム)を下げておき、電源び 
入ってから徐々に上げてください。 




〇 



1 

〇 



電池の取り扱いに注意ずる。 

電池の取り扱いを誤ると、電池び破裂したり、液もれして、 
乂災•けびや周囲を巧す原因となることびあります。 

次のことに注意してください。 

-指定 m 外の電池を使用しない 
-電池のプラス （+) とマイナス（一）を間違えない 



• 電池のプっス （+) とマイナス（一）をシヨートさせない 
-電池を加熱しない 
• 分解しない 
-乂や水の中に入れない 

-新しい電池と一度使用した電池を混ぜて使用しない 
-種類の違う電池と混ぜて使用しない 
-乾電池は充電しない 

-長期間使わないとさは、電池を取り出しておく 
もし、電池び液もれをしてしまったときは、電池ケースにつ 
いた液をよく拭きとってください。万一、もれた液体び身体 
についたときは、水でよく洗い流してください。 




各部の名前 一 （） 内のページに説明がありまず。一 


リモコン 


(フタを開けたところ) 




〇ディマーボタン (一 父ぺージ） 
e ソース機器選択ボタン (一 20、25ぺージ) 

- DVD ボタン 
- VTR ボタン 
- TV ボタン 
- DBS ボタン 
- DVD MULTI ボタン 
- FM / AM ボタン 

® テレビ音量 (+/-) ボタン (一 45、46ぺージ) 

〇 チヤンネル (+/-) ボタン (- ► 45、46ぺージ) 
©自動スピーカー設定ボタン (一 29ぺージ) 

© 才ーディオポジシヨンボタン(- ► 24ぺージ） 
© DVD プレーヤー操作ボタン (一 45ぺージ) 

. 音声ボタン 
-画面表示ボタン 
-設定ボタン 
-トップメニューボタン 
-字幕ボタン 
-アングルボタン 
• U ターンボタン 

©バスブーストボタン(一 24ぺージ) 

@アナ□グ/デジタル入力切換ボタン(一23ページ) 
⑩エフェクトボタン(一 42ぺージ) 

® テスト!ンボタン （一 42 ぺージ) 

® 電源ボタン (一 20、45〜47ぺージ) 

• 0/1 アンプボタン 
•(1)/1 DVD ボタン 

• (!)/1ビデオボタン 
- 0/1 テレビボタン 

® スリープタイマーボタン （■► 22ぺージ） 

⑩ 消音ボタン (一 22 ぺージ) 

©テレビ/ビデオボタン (一 45、46 ぺージ） 

⑩アンプま音量 (+/-) ボタン (一 20 ぺージ) 

® 操作ボタン (一 25〜27、45〜47ぺージ) 

-ボタンと I ◄◄ボタン 
チューニング(〇/©)ボタン 

• ► (再生)ボタン 
FM モードボタン 

-►►ボタンと◄◄ボタン 

• ■ (停止)ボタン 
メモ U —ボタン 

• (一時停止)ボタン 

。 DVD メニュー操作ボタン(-►が、47ぺージ） 

• メニューボタン 
-力ーソル(▲、マ\^、ィ） 

-決定ボタン 

⑩ヴラウンドボタン(一 4 y ぺージ） 

⑩ 数字ボタン (一 25、26、45〜47ぺージ) 

® 音質調節ボタン (一 24ぺージ) 

-バス什/-)ボタン 
-トレブル什/-)ボタン 
@ デコー ドボタン(■►のぺージ） 

@音量調節ボタン(一42ぺージ） 

-サブウー八一什/-)ボタン 
• センター (+/—) ボタン 
-サラウンド•左什/-)ボタン 
-サラウンド•も什/-)ボタン 


































































































本体 


前 



〇〇 /1 STANDBY/ON ボタンと STANDBY ランプ 

K 21 ぺージ） 

電源の「入」一「切」をするとさ押します。 

STAND 巳丫ランプは、電源を「切」にするとホく点打し、電源を 
「入」にすると消えます。 

©DIMMER ボタン ( 一 22ぺージ ) 

©SETTING ボタン （一 30、32、34ぺ ~ ジ ) 

スピーカーの設定など基本的な設定のとさ使います。 

©ADJUST ボタン ( 一 37 ぺージ） 

音量 • 音質を調節するとさ使います。 

©SURROUND ボタン (- ► 4y ぺージ） 

サラウンドモードを選ぶとき使います。 


® 表の窓 

10 ページの説明をご参照ください。 

© ソース表示ランプ、イルミネーシヨンランプ (一 父ぺージ） 
現在選ばれているソースを表示します。 

イルミネーシヨンランプは電源び「入」になると点なします。 

®SET/TUNER PRESET ボタン 
(一 26、30〜32、34、37ぺージ) 

©リモコン受光部 

⑩ SOURCE SELECTOR / MULTI JOG っまみ 
の MASTER VOLUME つまみ ( 一 2 ブ ページ） 

主音量を調節します。 

® PHONES 端子 ( 一 2y ぺージ） 


背 



〇 電源コード (一 ys ぺージ） 

家庭用のコンセント(交流 ]oov) に接続します。 

@アンテナ端子(一77ぺージ） 

FM および AM アンテナを接続します。 
e DVD 入力(日.1チヤンネルアナ □ グ入力)端子 

(- ► M ぺージ） 

アナ□グ5 .] チヤンネル、アナ□グ2チヤンネ>1レ出力端子の 
ある DVD プレーヤーと接続します。 

OD 4 映像入出力端子 (一 15、17、18ぺージ) 

D 端子付きのビデオ機器 (DVD プレーヤーや BS/CS デジタル 
チユーナー、 TV) と接続します。 

©デジタル入力端子 (一 14、17、18ぺージ) 

外部機器のデジタル音声出力端子と接続します。同軸デジタ 
ル端子(デジタルI ) と、光デジタル端子(デジタル2、 3) びあ 
ります。 


®AV コンピュリンク-皿端子 (一 44ぺージ) 

他のビクター製ビデオ機器の AV コンピュ U ンク端子と接続 
します。 

〇 音芦入出力端子(- ► 16〜18 ぺージ） 

入力端子: TV 、 VTR、DBS 
出力端子: VTR 

® 映像入出力端子(一 15〜18ぺージ) 

入力端子: VTR 、 DBS、DVD 
出力端子: VTR 、 モニター出力 

入出力とちに、コンポジット端子と S 端テびあります。 

©サブウー八一出力端子(一 13ぺージ) 

サブウー八一を接続します。 

⑩スピーカー 端子 (一 13ぺージ) 

スピーカーを接続します。 
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お使いになる前に 


























































































































































各部の名刖(つづき) 


一 （） 内のページに説明がありまず。一 


本体(つづさ) 


表巧窓 



〇 デジタル音芦フォーマット表示 (一 23、39ぺージ) 

LPCM 表示、 DOLBY D 表示、 DTS 表示、 AAC 表示 

©ANALOG 表示 (一 23ぺージ) 

音声入力びアナ□グのとき点灯します。 

® スピーカー表示/音芦チャンネル信号 

入力している音声チャンネル信号と、スピーカーの動作状態に 
合わせて点打します。下の「スピーカー表示/音声チャンネル信 
号表示について」をご覧ください。 

〇サラウンドモード表示(一40 ぺージ） 

□□ PLn 表示、 DSP 表示 

へッドホン 

©HP 表示(-►クブぺージ） 

へッドホンを使うと点灯します。 

© SI_EEP 表示 (一 22ぺージ) 

おやすみタイマーを使うとさ点灯します。 


©BASS BOOST 表示 (一 24ぺージ) 

バスブーストを使っているとさ点灯します。 

©ラジオ受信表示(- ► 25〜27ぺージ） 

TUNED 表示、 ST 表示 、 AUTO MUTING 表示 

© INPUT 居 TT 表示 (一 38ぺージ) 

インプットアッテネーターを使っているとさ点灯します。 

⑩ AUTO SR 表示 (一 35ぺージ) 

オートサラウンドび 「 ON 」 のとき点打します。 

の文字表示部 

サラウンドモード名や選んでいるソース名などを表示します。 

® 周波数/ボリューム表示部 

MHz 表示、 kHz 表示、 V 0 L 表示 

® A . POSITION 表示 一 24ぺージ) 

オーディオポジションを使っているとさ点灯します。 


スピーカー表示/音声チャンネル信号表示について 


入力している音声チヤンネル信号とスピーカーを表示します。 


スピーカー 表示 

L C R - 
SUBWFR し FE 


音声チャンネル 
信号表示 

L C R 
SUBWFR し FE 


音芦チャンネル信号表示 

•L :左フ□ントチヤンネル 
•R :ちフ□ントチヤンネル 

• C :センターチヤンネル 

• LS :左ヴラウンドチヤンネル 

• RS :ちヴラウンドチヤンネル 

• S :モノラルサラウンドチヤンネル 

• LFE : LFE チヤンネル 



S 



LS S 悅 J 


スピーカー表巧 

• ヴブウー八一の設定を 「 YES 」 [または簡単スピーカー設定 

クイック セットアッブ ユース 

( QU に K SETUP ) 時に 「 USE 」] にしているときは (一37、お 

ヴゾン——ノ、—— 

ぺージ)、 SUBWFR 表示び点灯します。 

-サブウー八一じ(外のスピーカーは、選択中のサラウンドに有 
効なスピーカー表示のみび点灯します。 
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接続 


接続び終わるまで電源は入れないでください。一 


接続上のご注意 

すべての接続び終わってか5、電源コードをコンセントに差し込んでください。 

各コードまたは各プラグは確実に接続してください。不完全な接続は、雑音や音び出ないなどの原因となります。 


アンテナの接続 


FM / AM 放送を聞くためにアンテナを接続します。アンテナを接続しないと、ラジオ放送を聞くことびできません。 


AM ループアンテナ(付属品)の接続 

AM ループアンテナ(付属品)を準備する 


溝に差し込む 



AM ループアンテナ(付属品)を接続する 

1 * 瓜/ 9 一② 



アンテナ線の先端にビ 
ニールびついてい ると 
さは、ねじりなび5抜 
さ取ります。 



レバー対甲しなびら(①)、 
アンテナ線を差し込みま 
す(風)。 


白いコードを AM 外部端テ 
と、黒いコードをふ(アース） 
端テに接続してください。 


AM ループアンテナ(付属品)を本体からできるだけ離し、左右に回して最も良く受信できる所 
に置さます。 

束ねてある線はよく伸ばして使ってください。 


■付属の AM ループアンテナでは 
ラま<受信でさないとさ 

市販のケーブル(電線)を AM 外部端 
子(も側)に接続します。 AM ループア 
ンテナち一緒に接続しておいて<だ 
さい。 

窓際や屋外になるべく高く水平に 
張ると効果的です。 




FM 簡易型アンテナ(付属品)の接続 



中央のピン部に差し込みます。 


^ FM 簡易型アンテナ（付属品） 

放送局を受信して最も受信状態の良い位置に r ピーン」と伸ばし、 
先端をテープなどで固定します。 


■付属の FM 簡易型アンテナではラまく受信できないとき 
■マンシヨンなどの壁の共聴アンテナ端子を使うとき 

ち図のように接続します。 

-市販の FM 屋外アンテナを接続する 
ときは、市販の同軸ケーブルとアン 
テナ コネクター (別売り）を準備し 
てお使いください。 



アンテナコネクター 
VZ -71 A (別売り） 


'同軸ケーブル 3 C -2 V (市,販） 


Jf 


FM 屋外アンテナ 
佈販） 


お使いになる前に 
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接続（つづき) 


接続び終わるまで電源は入れないでください。一 


スピーカーを接続する 


■接続するスピーカーにごいて 

本機に接続できるスピーカーの公称インピーダンスは6 0〜16 0です。 

DVD ソフトでドルビーデジタルや DTS を楽しんだり、ホールやパビ U オンなどの残響効果を楽しむにはスピーカーとの相性も重要にな 
ります。フ□ント、センター、サラウンドの各スピーカーは、特 I 年の揃った同一のスピーカーを使うことび理想的です。 

■スピーカーの SB 置にごいて 

スピーカーを配置するには、下の配置例を参考に実際にお聞さになりなびら最適なサラウンド効果、残響効果び得られる向さや場所 
を探して設置してください。 

部屋の間取りなどで理想的な配置びむずかしいとさでち、スピーカーの設定を適切に行って音場の調節をすることびでさます。 


理想的なスピーカー配置例 (5. 1 ch 配置のとき) 



設置のポイント 


U スニングポジシヨンを中必とした同一円周上に各スピーカーを配置するようにし 
よ9 〇 

センタースピーカー、フ□ントスピーカー、ヴラウンドスピーカーからの音には指向 
性*びあります。スピーカーは U スニングポジシヨンに向けて設置します。 

サブウー八一からの音は、他のスピーカーからの音と比べて、指向性は強くありません。 

* 指向性とは… 

スピーカーは、一般にその正面で最も音びよく聞こえ、正面からずれていくと聞こえにくくな 
る性質びあります。この正面からの移動角度に対する出力音圧の変化を示したものび指向性 
です。指向性び強いスピーカーほど、効果的に音の聞こえる範囲び狭くなります。 




杉-も <3 


LS 


窗 


A 


RS 


J 


■スピーカーの設置•接続のあとで 

スピーカーの設置•接続のあとは、下図のような流れに従って、スピーカーの設定や出カレベルを 調節し ます。 
本機では、このような設定や 調節を、自動スピーカー設定 や 簡単スピーカー設定を 使って行うこともできます。 


設置•接続 



スピーカーの 設定 

接続数、サイズ、配置状況などにつ 
いて設定します (一2 公 ページ)。 

► 

出カレベルの調節 

各スピーカーについて、音量レべ 
ルを調節します (一37 ページ)。 

自動 スピーカー 設定 > 

簡単 スピーカー 設定 > 


1 



自動スピーカー設定と簡単スピーカー設定に ついて詳しくは「スピーカーの設定をする」 （■►が ぺージ)をご覧ください。 

P お知らせ- 

-自動スピーカー設定は接続している機器によって発生するノイズのため適切に働かないことびありまず。自動スピーカー設定を使うとを 
は、本体に機器を接続ずる前におこなうか、接続しているすべての機器(テレビ、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ、 BS / CS チューナー、サブ 
ウー八一など)の電源コードを抜いておくことをおすずめします。接続機器のコードは、自動スピーカー設定のあとで接続してください。 
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© 

© 



© 

I ごま意 I 


スピーカー 

インピーダンス 

、 6 fi — 16 D 

© 



センター 
スピーカー 


(ち）（左） 
サラウンド 
スピーカー 


(ち） （左) 

フ□ント 
スピーカー 


t ンター . 


た 


サラウンド 


スピーカー T スピーカー 
R を -L 


.スフち卜 - 1 


ち -R を •!_ 






本機にアンプ内蔵サブウー八一を接続すると、より迫力のある重低音をお楽しみいただけます。 。_ つ\が乃_ U 

糊こ、ドルビーデジタル 5.1 か、 DTS 5.1 ch などのマルチチヤンネルソフトを再生したときは丄 FE(Low Frequency Effect ) 信号 
び再生され、映画館のような重低音び楽しめます。 

アンプ内蔵サブウー八一を接続するときは、 RCA ピンプラグコード怖販)でサブウー八一出力端子に接続します。 

•詳しくは、サブウーノ \一の取扱説明書をご覧ください。 


:信号の流れ 



RCA ピンプラグコード 
佈販） 






サフウー八一 
( SX - DW 303 など） 


本体背面 


苗 r 圖 H 0^ 


^ジタル1 

(DVD) 


@>© 


デジタル2(邮 S ) I デジタル入力 


ンター サラウンド フ□ント 

:-力-了スピ-力 - r スピ-力- 
ち -R を -L ち -R を -L 


QDQQ 圓 Q 圓 Disi 

© 

圓 D 圆。圆。圆。圆」 

圍冒冒圓 H 

© 



■アンプ内蔵サブウー八一の接続 



■フ□ントスピーカー、センタースピーカー、サラウンドスピーカーの接続 

フ□ントスピーカー、センタースピーカー、ヴラウンドスピーカーを本体背面のスピーカー端子に接続します。 
スピーカーコードの長さは、左ちのスピーカーで同じくらいの長さになるようにします。 

スピーカーの左ちと極性 （® と©)を間違えないように正しく接続してください。 


^~- 

• —つのスピーカー端テに^缴のスピーカーを撼荒しないでくださし、。 

事故や故障の原因となります。 

• テレビの近くに設置するセンタースピーカーやフ□ントスピーカー 
などは、防磁形スピーカーをお使いください。 

万一、テレビのに色ムラび生じるときは、スピーカーとテレビを 
離して設置してください。 



-スピーカーコードの極性（@、け）を間違えると、ステレオ感や音 
質びそこなわれますのでごを意<ださい。 


-接続したあと、コードを軽く弓いてしっかり接続されているか確認 
して < ださい。 

-磁気カードなどをスピーカーのすぐそばに置かないでください。 
データび消えるなどの原因になることびあります。 



お使いになる前に 
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接続（つづき) 


接続び終わるまで電源は入れないでください。一 


DVD プレーヤーを接続ずる 


本機と DVD プレーヤーを接続します。 DVD プレーヤーの取扱説明書わ併せてご覧ください。 


音声の接続 


音声端テの接続にはアナ□グ接続とデジタル接続びあります。 

より良い音質でお楽しみいただくには、デジタル接続をおすすめします。 


■アナ□グ接続 

別売りの才ーデイオ〕ード ( CN - 己1日 E など)を使って接続します。 

アナ□グ2チャンネル接続または己1チャンネル接続をすることびできます。 


くアナ□グ2チヤンネル接続> 



信号の流れ 


DVD プレーヤー 



くアナ□グ日.1チヤンネル接続> 

「DVD MULTI 」 をソースに選びます。 

詳しくは「アナ□グマルチチヤンネルを使う」 （■►が ぺージ)をご覧ください。 



ホ 


DVD 入力 
端子へ 


ホ 




I 白 卜 


黒 

黒 


それぞれの 
アナ□グ 
出力端子へ 


DVD 用オーディオコード 


信号の流れ 


DVD プレーヤー 



■デジタル接続 


( CN - D 21 0 E など)(別売り） 


別売りの同軸デジタルコードに N - D 1 ] C ) E など)を使って接続します。 


本体背面 



デジタル音声> 
出力端子へ 


信号の流れ 


DVD プレーヤー 



- DVD プレーヤーをデジタル 2( DBS ) 端子やデジタル 3( TV ) 端子に接続するときは、端子に割り当てられた機器名を 「 DVD 」 に変 
要します(- ► 34ぺージ)。 
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映像の接続 


D 映像端子、 S 映像端子、映像端子の3種の端テから選んで接続します。接続のあとで、映像接続の種類を設定します(- ► 36ページ)。 

■ D 映像端子付の DVD プレーヤーとの接続 

別売りの D 端子コードを使って接続します。 

• コンポーネント映像端子付の DVD プレーヤーとの接続には、別売りの D 端テコード ( VX - DS ]] 日など)をお使いください。 


:信号の流れ 



■映像入力または S 映像入力端子付の DVD プレーヤーとの接続 

別売りのビデオコード ( VX -1] 日 E など)または別売りの S ビデオコード ( VC - S ]] 日 E など)を使って接続しま1 


:信号の流れ 



S ビデオコード(別売り） 

より質の高い画像び得られます。プラグと 
端テの〇〇マークを合わせて差し込みます。 


本体背面 


映像接続について 




本機には□映像端子、 S 映像端子、映像端子の3種の端子びあ 
ります。(下の順でより高い画質をお楽しみいただけます。 

D 映像端子： 扱う映像信号はコンポーネント映像信号(色 
差信号とも言われ、映像信号を2種の色信号と 
輝度信号に分離した信号)と同じですび、信号 
フオーマツトや縦横比などの情報も送れるの 
び特長です。 

S 映像端子： 映像信号を輝度信号 ( Y ) と色信号に）に分離 
した信号を扱います。 

映像端子： 従来の映像信号を扱います。 


D 映像端子の種類について 


本機の D 映像端子は D 4 信号まで対応します。本機には、 D ] 
〜04映像入力を持つ DVD プレーヤーやテレビなどを接続 
でさます。 D 映像端子の種類と対応信号の関係は下表のように 
なつています。 

数字の後のア J レファベット 「 p 」 はプ□グレッシブ信号を、。」はイ y 夕一 
レース信号を意味します。 


端テの種類 

対応する映像イ' 

画号 フォー マット 

I ]2封 

7已 Op 

己 2 己 P 

己 2 己 i 

D 4 

〇 

〇 

〇 

〇 

D 3 

〇 

— 

〇 

〇 

D 2 

— 

— 

〇 

〇 

D 1 

— 

— 

— 

〇 
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DVD S 映像 
入力端子へ 


DVD 映像 
入力端子へ 


◎ ◎ 


DVD 入力端子へ 


お使いになる前に 






























































































































































接続（つづき) 


接続び終わるまで電源は入れないでください。一 


ビデオデッキを接続する 


本機とビデオデッキを接続します。ビデオデッキの取扱説明書も併せてご覧ください。 

音声の接続 _ 

別売りの才ーデイオ〕ード ( CN - 己1日 E など)を使って接続します。 


本体背面 


登 

麵 

胤）「音声] 

% 

ンピユ U ンク-曲 

讀 

@@ 

出て）ので入で 
(録苗 巧生 ）I 


感 fe ) 禱 



:信号の流れ 


ビデオデッキ 



映像の接続 


S 映像端子、映像端子から選んで接続します。 



^ — ■ :信号の流れ 


ビデオデッキ 

/ \ 




||| |1 

(― M 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDQDODQDD 

U ) 


S ビデオコード ( VC - S 110 E など)(別売り） 

より質の高い画像び得られます。プラグと 
端テの〇〇マークを合わせて差し込みます。 
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BS / CS チューナーを接続する 


本機と目 S / CS チューナーを接続します。目 S / CS チューナーの取扱説明書も併せてご覧ください。 


音声の接続 


音声端テの接続にはアナ□グ接続とデジタル接続びあります。 

より良い音質でお楽しみいただくには、デジタル接続をおすすめします。 

デジタル接続は、別売りの光デジタルケーブル ( XN -1 1日 SA など)を使って接続します。 
アナ□グ接続は、別売りのオーディオコード ( CN -5] 日 E など)を使って接続します。 


光デジタルケーブル 
(別売り） 



:信号の流れ 


f I ホ 

、口 肥 1 =^ 



光デジタルケーブルを接続 
する施こ、保護キャップを外 
してください。 


オーディオコード 
(別売り） 


巳 S / CS チューナーを デジタル1 ( DVD ) 端子や デジタル 3( TV ) 端子に接続するときは、端テに割り当てられた機器名を「□目 S 」 
に変更します(- ► 34ぺージ)。 


映像の接続 


D 映像端子、 S 映像端子、映像端子の3種の端子から選んで接続します。接続のあとで、映像接続の種類を設定します(- ► 36ぺージ)。 
ビデオデッキで録画をするときは、 S 映像端子または映像端子の接続も必要です。 



モニター 

出力 

11 因11 


|1 日 1| 

DVD 入力 






/D 端子コード 
(VX-DS1 10など)(別売り） 

カチッと音び鳴るよう、正しく 
接続してください。 


■: 信号の流れ 




0映像 
出力端子へ 


BS / CS チューナ ー 


黄 


8魄 


映像出力端子へ 


ビデオコード (VX-110E など)側売り） 


S ビデオコード 
(VC-S110E など)(別売り） 

より質の高い画像び得られ 
ます。プラグと端テの〇〇マー 
クを合わせて差し込みま 
す。 


S 映像 出力端子へ^ 


D 端子 コネクターの 外しかた 



ここの部分を押し 
なびら、コネク 
ターを 引さ、はず 
します。 


J 
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DBS S 映像 
入力端子へ 


DBS 映像 
入力端子へ 


DBS 入力端子へ 


音声- DBS 
入力端子へ 


◎ ◎ 


デジタル入力- 
デジタル2端 テへ 


お使いになる前に 





























































































































































































接続（つづき) 


接続び終わるまで電源は入れないでください。一 


テレビを接続ずる 


本機とテレビを接続します。テレビの取扱説明書わ併せてご覧ください。 


音声の接続 


テレビの音声を本機に接続したスピーカーで聞くための接続です。 

音声端テの接続にはアナ□グ接続とデジタル接続びあります。 

より良い音質でお楽しみいただくには、デジタル接続をおすすめします。 

デジタル接続は、別売りの光デジタルケーブル ( XN -1 1日 SA など)を使って接続します。 
アナ□グ接続は、別売りの才ーデイオ〕ードに N -51日 E など)を使って接続します。 


本体背面 


光デジタルケーブル 


デ 論 ル 3隱 


1 /兀アンツルブ 

一 . J I . X (別売り） 

^ 、 v ，ノノ 闕 I …… I 

デジタル2のが） I デジタル入力 I I ^ 

I'll " IIIBMi 

■ @，織1 

隆^^^^^^デジ 9 ル義 I デジタル入力 pU, 


:信号の流れ 

八イビジョンテレビや 
ワイドテレビなど 


デジタル音声> 
出力端子へ 



オーディオコード 
(別売り） 


光デジタルケーブルを接続 
する前に、保護キャップを外 
して < ださい。 


-テレビを デジタル1 ( DVD ) 端テやデジタル 2( DBS ) 端子に接続するときは、端テに割り当てられた機器名を 「 TV 」 に変更します 
(- ► 34ぺージ）。 


映像の接続 


本機に接続したビデオ機器 ( DVD プレーヤー、ビデオデッキ、目 S / CS チューナ ー) の映像を、テレビで見るための接続です。 
D 映像端子、 S 映像端子、映像端子の3種の接続をすることびでさます。 

本機とビデオ機器の映像接続で使用している端テと同じ種類の端テを使って接続してください。 



D 端子コード 

(VX-DS リ〇など)側売り） 

カチッと音び鳴るよう、正しく 
接続してください。 


、：信号の流れ 



八イビジョンテレビや 
ワイドテレビなど 


—ド 

10E など)(別売り） 


[[モニター出力 S 映像端子へ 




S ビデオコード 
(VC-S110E など)(別売り） 

より質の高い画像び得られま 
す。プラグと端テの〇〇マーク 
を合わせて差し込みます。 


D 端子コネクターの外しかた 



ここの部分を巧し 
なびら、コネク 
ターを引さ、はず 
します。 


























































































































































































電源コードを接続する 


接続がすべて終わってか!5、電源コードを家庭用コンセントに差し込んでくださし、。 

電源コードを接続すると、本体の STAND 目丫ランプび点なします。 


家庭用コンセント 
AC100V 50 Hz/60 Hz 



お知! 5 せ 


記憶させた放送局や操作の設定、サラウンド効果などの設定は、次のよ 
うな場合に消去されることびあります。そのようなとさは、もう一度設 
定し直してください。 

-電源コードをコンセントから抜いたとさ 
-停電び起こったとさ 




電源コードはテレビやビデオデッキ、アンテナ線などから離してくだ 
さい。接近していると雑音び発生したり、映像び乱れたりすることび 
あります。 

濡れた手で電源コードを触らないでください。 

電源〕ードをコンセントから抜くときは、必ずプラグの部分を持って 
抜いてください。 


リモコンを準備する 


単3形の乾電池を2本入れます。電池の極性（@、0)を間違えないように入れてくださし、。 


. 裏ブタをはずす 

矢印の方向にスライドさせます。 



2. 単3お乾電池を2本入れる 

U モコン内部の表示に極 I 年を合わせ、® ©を正しく入れて 
<ださい。 


お知! 5 せ 


U モコンの先端を本体の U モコン受光部に向けて操作します。斜め 
から使用したり、 U モコン受光部との間に障害物等びあると、 U モコ 
ンで操作でさないことびあります。 

操作範囲び狭くなってさたり、本体に近づけないと操作でさなく 
なってきたときは、乾電池び消耗してきています。2本とも同じ種類 
の新しい単3形乾電池と交換してください。 

付属の乾電池は動作確認用です。早目に新しい単3形乾電池と交換し 
て < ださい。 

充電式電池などは使わないでください。 

長い間使用しないとさは、乾電池を取り出しておいてください。 


単3お乾電池 



3. 裏ブタをしめる 

矢印の方向に戻します。 



お使いになる前に 
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ふだんの使いかた 


リモコンか!5 


む/1アンプ 
& 


0/1 アンプボタンを巧して本機の 
電源を入れる 

押すごとに電源び 「入」一「切」 します。 

本体の STANDB 丫ランプび消灯します。 

電源を切る前に聞いていたソース信源)び選ばれ、表示 
窓に表示されます。 

例:最後に DVD MULTI を選んでいたとき 


ミ L C R 
SUBWFR LFE 


2ソース機器選択ボタ 


〇 


ンを巧して再生ずる 
ソースを選ぶ 〇 

選んだソース名び表示さ 
れます。 

例: DVD を選んだとき 


DVD MULTI FM/AM テレビ/ビデオ 消音 


VTR TV 

〇 〇 

FM/AM テレビ / ビデ 3 

〇 〇 

令 


〇 

消音 

〇 


3アナ□グ/デジタル入力切換ボ 
タンを巧して音声入力(デジタル/ 
アナ□グ)を切り換える 

選んだ音声入力び表示窓に表示されます。 

例:デジタル入力を選んだとき 



音声入力でデジタルを選択すると、表示窓のソース名に 
「 D に ITAL 」 と表示されます。 

DVD 、 DBS 、 TV をアナ□グ • デジタ J レの両方で接続して 
いるとさ、 IJ モコンで音声入力(デジタ j レ/アナ□グ)を切 
り換えることびできます。詳しくは「ソースの音声入力 
を切り換える」 （■►の ページ)をご覧ください。 


4外部接続した AV 機器を再生ずる 

外部機器を操作するとさは、それぞれの機器に付属の取 
扱説明書をご覧<ださい。 


らアンプ主音量 (+/—) ボタン 音量を上ばる 
を巧して音量を調節ずる 


アンプま音量 



音量を下げる 


音量レベルは、日(消音)〜5日までの範囲で調節できます。 


電源を切るには 


りパアンブス燃？を押します。 

本体の STAND 目丫ランプび点灯します。 




次のような操作をする前には、必ず音量を最ノ」 M こしてください。音量 
を上げたまま操作すると、突然大さな音び出て聴力障害の原因と 
なったり、スピーカーを破損したりすることびあります。 

-本機の電源を「入」和►「切」するとき 

一へッドホンをつけるとさや、へッドホンのプラグを抜き差しするとき 


已 



A / V コント□-ルアンプ 

〇 。裳 

DVD ビデオ テレビ スリ-ブタイマ- 

贷） 西） 倫^。！ 


DVD VTR TV DBSl 

■ • • • #1 


DVD MULTI FM/AM ( テレビ/ビデオ is 

• i ) 

テレビ含置チャンネルアンプをち ■ 

ill 

e チユーニンブ FM モード ブユ ー— ソフ SJ 

田 r ~^ 田 

四 山 のの 

圆 

音青 字幕 アングル 1 パーン 

〇 ( Z ) 〇 〇 
〔つののの 
Cj ののの 
r 1ののの 

00 ) い ) い 

ア扣かデジ》ル 

クスブ-ス、ト バス レブル\ 

テストトーンエフェクト デコード 


2 3 
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4 



圖本体から 


PHONESSffi テ 


の/1 


を 


(1)/1 STANDBY/ON ボタンを 
巧して本機の電源を入れる 

押すごとに電源び 「入」◄■►「切」 します。 

STANDB 丫ランプび消灯します。 

電源を切る前に聞いていたソース宿源)び選ばれ、表示 
窓に表示されます。 

例:最後に DVD MULTI を還んでいたとき 


4 MASTER VOLUME つまみを回して音量を 
調節ずる 


ボ U ユーム 


、― i S " 巧 
>L 山。 


2 S 期が巧苗 ELECTOR / 

MULTI JOG つまみを回し 
て再生するソースを選ぶ 

回すごとにソース名び切り換わ 
ります。 




• 音声入力でデジタルを選んでいるときは、表示窓のソー 
ス名に 「 DIGITAL 」 と表示されます。 

3外部接続した AV 機器を再生ずる 

外部機器を操作するとさは、それぞれの機器に付属の取 
扱説明書をご覧 < ださい。 


音量を下げる 



音量レベルは、日(消音)〜已日までの範囲で調節できます。 


電源を切るには 


スタンバイ オン 

0/1 STANDBY / ON ボタンを押します。 

スタンバイ 

STAND 巳丫ランプび点灯します。 


へッドホンで'楽しむ 


本体 PHONES 端子にへツドホンを差し込むと自動的にへツ 
ドホンモードになり、スピーカーからの音声は出力されなくな 
ります。 

表示窓に 「 HEADPHONE 」 び表示され HP び点灯します。 

-サラウンドをお使いのときは、サラウンドはキャンセルさ 
れます。また、マルチチャンみレソースをお楽しみの場合に 
は、フ□ントスピーカーチャンネル m 外の音声信号はアナ 
□グ2チャンみレ信号へと自動的にダウンミツクスされ、左 
ちのへツドホンに振り分けられて再生されます。 

HP 表示 


…： 


>lCU 




次のような操作をする前には、必ず音量を最ノ」 M こしてください。音量 
を上げたまま操作すると、突然大さな音び出て聴力障害の原因と 
なったり、スピーカーを破損したりすることびあります。 

-本機の電源を「入」和►「切」するとき 

一へッドホンをつけるとさや、へッドホンのプラグを抜き差しするとさ 


ふだんの使いかた 
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便利な機能 



ス U —プタイマー 
ボタン 

アンプ主音量 
(+/ —)ボタン 


デコードボタン 


DIMMER ボタン 



一時的に音を消す(消音） 


おやすみタイマーを使う 

電話びかかってきたときなど、音を一時的口肖すときに便利です。 

(スリープタイマー ） 


消音 ボタンを押します。 

表示窓のボ U ユーム表示び消えて 「 MUTING 」 と 
表示されます。 

スピーカーとへッドホンからの音び出なくなります。 


消音 




もとの音量に戻すには _ 

アンプ主音量什/-)ボタンを押すか、もう一度消音ボタンを 
押します。 


表示窓の明るさを変える（デイマー) 


映画ソフトなどをご覧になるときなど、表示窓の明るさを変え 
たいときに使います。 ディマ- 


デイ マー ボタン または 本体の 
DIMMER ボタンを押します。 



本体 


DIMMER 


ボタンを押すごとに、表示窓の明るさび4段階に変化します。 

ふだんの明るさ一 ► やや暗い一 ► 暗い一 ► 消な一！ 


r 


おやすみタイマーを使うと、設定した時間に本機の電源び自動 
的に 「切」 になります。 


スリープタイマー ボタンを押して電源び「切」にな 
るまでの時間を設定します。 

ボタンを押すごとに、設定時間(分)び次のように 
切り換わります。 

おやすみタイマーの動作中は、 SLEEP 表示び点灯 
しよ9 〇 

例：おやすみタイマーを90分にするとを 


ストプタイマ- 



SLEEP 表示 



A 


10 —^ 20 —^ 30 —^ 40 —^ 50 
I — 〇片90和80户70和60 


設定した時間び経過すると、 自動的に電源び 「切」 になります。 


屬原が r 切」になるまでの時間を確かめたり、設定時間を変えるには 

おやすみタイマーを設定後に スリープタイマー ボタンを]回 
押すと、電源び 「切」 になるまでの時間び表示されます。 

設定時間を変更するときは、 スリープタイマー ボタンをくり返 
し押して希望の時間を選びます。 


本体のイルミネーションランプは明るさび3段階に変化し 
ふ 9 〇 


!-► ふだんの明るさ一暗い一暗い一消な 



おやすみタイマーを解除するには _ 

スリープタイマー ボタンをくり返し押して「0」を表示させま 
す。おやすみタイマーび解除され、 SLEEP 表示は消灯します。 
電源を「切」にしたとさも、おやすみタイマーは解除されます。 
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は、音声入力(デジタ j レ/アナ□グ)を切り換えることびできます。 

アナ□ク’/デジタル入力切換 ボタンを押します。 

ボタンを押すごとに次のように入力び切り換わ 
ります。 


し . 只 

:: ミ … 

j j j j j wH 


八 





DGTL AUTO ► 

ANALOG 



DGTL ( Digital ) AUTO 

:デジタル音声を聞くときに選びま 
す。下記の 「DGTL AUT 日につし^ 
て」を参照してください。 

ANALOG 

:アナ□グ音声を聞くとさに選びま 


す。 ANALOG 表示び点巧します。 


DGTL AUTO について 


入力されたデジタ J レ信号フォーマツトを自動判別して、切り 
換わります。 

本機で表示されるデジタ言号フオーマツトは次の4つです。 


LPCM : CD などの通常の才ーデイオ2チヤンみ W 言 
号 （ IJ ニア PCM ) のとき点灯します。 

DOLBY D :入力された信号びドルビーデジタル対応， 
信号のとさ点なします。 

DTS :入力された信号び DTS デジタルサラウン 

ド対応信号のとさ点灯します。 

AAC :入力された信号び MPEG -2 AAC 信号のと 

き点なします。 

-デジタル入力端子に割り当てられているソース名び接続 
した機器名と合わないときは、デジタル入力に切り換え 
ることはできません。接続した機器名を正しくデジタル 
入力端子に割り当ててください。詳しくは「デジタ j レ入力 
端子に接続した機器名を設定するのに ITAL IN)J (- ► 34 
ページ)をご覧ください。 

^-: y 


アナ□かデジタル 
換 

み 


ソースの音声入力を切り換える 


DVD 、 DBS、TV をアナ□グ • デジタ J レの両方で接続しているとき 


謠魏 入力信号フォ-マットを切 


アナ □ グ/デジタ J レ入力切り換えで 「 DGTL AUTO 」 を選んでい 
るときに、デジタル信号び正しく判別できないことびあります。 
このようなときは、手動でデジタ j レ入力信号フオーマツトを切 
り換えることびできます。 


アナ□グ/デジタル入力切換ボタン ァナロ誦 
を巧して 「 DGTL AUTO 」 を選ぶ 


み 


2デコードボタンを巧ず 


ボタンを押すごとに、デジタル信号フオー 
マツトび次のように切り換わります。 




DGTL AUTO 

:デジタル信号を自動判別するとさに選び 
ます 

DGTL D . D . 

:ドルビーデジタル対応信号を聞さたい 
とさに選びます。 

DOLBY D 表示び点巧します。 

DGTL DTS 

: DTS デジタルサラウンド対応信号を聞 
さたいとさに選びます。 

DTS 表示び点なします。 

DGTL AAC 

: MPEG -2 AAC 対応信号を聞さたいとさ 
に選びます。 

AAC 表示び点なします。 

-デジタル信号フ ォー マットは、電源を切ったり、 ソー 


ス機器選択ボタンで別の入力機器を選んだときは、 
「DGTL AUTO 」 に戻ります。 


ふだんの使いかた 
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便利な機能(つづき) 


オーディオポジション 
ボタン 



@リモコンか5 


バスブースト 
ボタン 


音青字再 

CD CD 

C _) ののの 
CJ ののの 
CD ののの 

〇〇 ) 厂〇 ) い…) 


/。トスト 


X ： 


テストト-ン I フエクト 

〇 CD CD 

サブウ ー A - センター 左ーサラウンド 


バス (+/-) ボタン 
トレブル (+/-) ボタン 


ステレオ音声の再生中にサブウー八一の音量び他のスピー 
カーに比べて大さいとさは、サブウー八一の出カレベルを調節 
してお使いください。 

-出カレベルはソースごとに設定できます。 

オーディオポジション ボタンを押します。 

ボタンを押すごとに次のようにサブウー八一の 
出カレべ j レび切り換わります。 

— 2 ( 服)単位で減衰し、最大で一 6 (服)まで設定 

することびできます D A.POSITION 表示 



[: 


AUDIO P -6 


AUDIO P -4 


〕 


この設定はサラウンドモードでは働きません。 


フ□ントスピーカーの低音を強調することびできます。 

バストスト 


バスブースト ボタンを押します。 

ボタンを押すごとに次のように入力び切り換わ 
ります。 

BASS BOOST 表示 


み 


R □□ PL 


7 V 


B.BOOST ON 


ON :低音を4服増幅します 。 BASS BOOST 表示び 
点巧します。 

OFF :通常の設定値で再生します。 

本体でも同じ設定をすることびできます。詳しくは「低音を強 
調するりくスブースト)」（一 3 S ページ)をご覧ください。 


フ□ントスピーカーの高音と低音をお好みに合わせて調節します。 
+または一を押すごとに2(服)単位で増幅または減衰し、 
r-1 日」〜「+ 1 日」の範囲で調節でさます。 




如= 


BASS -10 


BASS +10 


バス (+/-) 

:低音を調節するとさに選びます。 

[お買い上げ時の設定： O ( dB )] 

トレブル (+/-) 

:高音を調節するとさに選びます。 

[お買い上げ時の設定: O ( dB )] 

本体でも同じ設定をすることびできます。詳しくは「音質の調 
節(バス、トレブル)」（一37ページ)をご覧ください。 

その他の機能について 


設定を記憶させる 

本機は、次のような操作をしたとき、自動的にソース眉源） 
ごとの設定を記憶します。 

-本機の電源を切ったとき 
. 本機の ソースを 切り換えたとき 

また、ソースごとの設定は、最後に操作した状態を常に記憶し、 
再び同じソースを選んだときにその設定び呼び出されます。 

ソースごとに次の内容び記憶されます (FM と AM で別の設 
定び記憶されます)。 

アナ □ グ/デジタル入力の設定 
音質の設定旧 ASS . TREBLE ) 

フ□ントスピーカーの左ちのノ くランス 
バスブースト 

アナ□グ入力信号調節 (INPUT ATT ) 

サブウーノ V —の出カレべ;!レ、オーディオポジション 
サラウンドモード 


BASS 0 



B.BOOST OFF 


AUDIO P OFF 一 AUDIO P -2 


お音を強調する（バスブースト) 


音質の調節 （ BASS 、 TREBLE ) 


ンを切り換える 


才ーデイオポジシ 


福嘗551—窗 

靈ろ io: fn 

琶瓦圖を 


■§ 
































































































ラジオ ( FM 放送/ AM 放送)を聞< 


^リモコンから 


FM / AM ボタンを巧して FM 放送 
または AM 放送を選ぶ 


FM/AM ボタン押すごとに、 FM 放送と AM 放送び交互に 
切り換わります。 



A 







FM 


AM 


1 





最後に選ばれた周波数び表示されます。 


AUTO Ml 
MHz ，■■ 


例: FM 放送を選んだとさ 


2チューニングな ボタン 
または チューニング© 
ボタンを巧して聞さた 
い放送局を選ぶ 


ろチユー ニ ング 

画 


チユ-ニング巧 

田 


夕 X 


ANALOG L R 

SUBWFR j" 

TUNED ST AUTO MUTING 

: 1■ 0 :: ED 

「ポン • ポン」と押す(マニュアル選局）と FM 放送の周 
波数は日.0己 MHz (5 日 kHz ) ずつ、 AM 放送の周波数 
は 9 kHz ずつ変わります。 

FM 放送 


日.0己 MHz ずつ 

: 76.00 MHz 〜] 08.00 MHz 

AM 放送 

9 kHz ずつ 

:己 3] kHz 〜] 629 kHz 


•押し続ける（オート選局）と表示窓の周波数表示び変 
わりだします。変わりだしてから指を離すと、放送局 
を受信したときに自動で周波数び停止します。 

放送局を記憶させてあるときは、プ U セツト番号を選ん 
で放送局を選ぶ(プリセツト選局）ことびできます。 

-放送局の記憶の手臓ま、「放送局を記憶させる」 ► 26 
ページ)をご覧ください。 

数字ボタンり〜10、+ 10)を押してプ U セツト番号を選 
びます。 

い；い;の 

ののの 
CJD (D CO 
GD LAJ 




例）プ U セット番号「引を選ぶ 

: 03を押します。 

プ U セット番号「1引を選ぶ 

:包り- KZ ) と押します。 

プ U セット番号に0」を選ぶ 

:包り斗®と押します。 

プ U セット番号「30」を選ぶ 

:包り一。の一。のと巧します。 


かページに続く 
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選局する 


ふだんの使いかた 



















































ラジオ ( FM 放送/ AM 放送)を聞く (つづき) 


選局する（つづさ） 


本体から 


SOURCE SELECTOR つ 
まみを回して FM 放送また 
は AM 放送を選ぶ 

「 FM 」 または 「 AM 」 を表示させます。 

-最後に選ばれた周波数び表示されます。 



3L 


例: FM 放送を選んだとさ 


2 TUNER PRESET ボタンを巧ず 


SET/TUNER PRESET 


MULTI JOG つまみび項目設定用に働くよう 
になります。 



AUTO Ml 

MHz … 


-己秒間何もしないと設定前の表示に戻ります。 

3 MULTI JOG つまみを回し 
て聞きたい放送局を選ぶ 

プ U セツト番号を選びます 

(プリセツト選局)。 



AUTOI 
MHz ， 


5[] 


放送局の記憶の手順は、ち欄の「放送局を記憶させる」 
をご覧ください。 


受信表で^について 


放送を受信すると TUNED 表示び点灯します。 FM ステレオ 
放送を受信すると ST 表示ち点なします。 

TUNED 表示と ST 表示 

1^ 




放送局を記憶させる 


-度放送局を記憶させておくと、次からは簡単に放送局を選ぶこ 
とびでさます。 

FM 臓を3日局、 AM 放送を]己局まで記憶させることびできます。 

-途中で設定操作びできなくなったときは、手順 2 からやり直し 
て < ださい。 


リモコンのみ 


記憶させたい放送局を選ぶ 

FM 放送局を記憶させるときには、 FM 受信モード (■ 
27ぺージ)も同時に記憶させることびできます。 


2 メモリーボタンを巧ず 


プ U セツト番号の表示位置「_」び約己秒間 
点滅します。 


メモリー 

み 


ANALOG L R 

SUBWFR 

. j-| 

!|、、UU ィ ^ ；—； 

TUNED ST AUTO MUTING 

■■：：： i "! - 

■ :: ■ VO い …，••占 


点滅 


3 r __」が点滅中に数 
字ボタン （1 〜10、 

+ 10) でプリセット蚕 
号を選ぶ 

数字ボタンを押します。 


C 1 ； r 2 ) Qj 
CZ) GD CD 
のの CJ) 
い 0 J CD 

令 


例）プリセツト番号「引を選ぶ 

を押します。 

プ U セツト番号「1引を選ぶ 

:包り- ► CD と押します。 

プ U セツト番号に0」を選ぶ 

:包り- ► OD と押します。 

プリセツト番号「30」を選ぶ 

:包り畔狂り斗 QD と押します。 

プ IJ セツト番号を選ぶと、選んだ番号び点滅します。 

例:プリセツト番号目を還んだとき 


AUT0I 
MHz ， 


: jH 


点滅 
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次ページに続く 
















































































4 プリセット番号が点滅中にも 
う一度メモリーボタンを巧ず 

プ U セツト番号び点打に変わります。 

点滅 


メモリー 

み 


ANALOG L R 

SUBWFR 

.j-| 

:: ■ 

TUNED ST AUTO MUT 

■ :: : MHz ，" ミ 

- i i VOL ミ … 

ING 

，"ミ 

"J 


AUTO MUTING 
MHz 、―ミ r— ミ 


5 手順1〜4をくり返して他の放送局も記憶 
させる 


記憶させた放送局を削除するには 


同じプ U セツト番号に新しい放送局を記憶させると、前の放 
送局の記憶は消えます。 


FM ステレオ放送び雑音で聞きにくいときは、 FM 受信モードを 
変更してください。 

- FM 受信モードは放送局ごとに記憶させることびできます。 


リモコンのみ 


FM 放送を受信ずる 


2 お好みの放送局を選ぶ 

放送局の選びかたは、「選局する」（一 25、26 ページ)を 
ご覧ください。 

3 FM モードボタンを}甲ず 


マ 


FM モードボタンを押すごとに、 FM 受信 
モードび次のように切り換わります。 

AUTO MUTING 表示 



オート S ューティング 

AUTO MUTING 

:通常はこれを選びます。ステレオ放送のと 
きはステレオで、モノラル放送のときはモ 
ノラルで聞こえます。このモードにすると 
選局中の「ヴー」とい5雑音を消すことび 
できます。 AUTO MUTING 表示び点巧し 
ます。 r お買い上げ時の設定] 

MONO : FM ステレオ放送び雑音で聞きにくいとき 
に選びます。音声びモノラルになります。 

AUTO MUTING 表示び消打します。 


ステレオ音芦に戻すには 


手順 3 で 、 「AUTO MUTING 」 を選びます。 
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FM 受信モードを設定する (FM モ - ド ) 


ふだんの使いかた 










































































スピーカーの設定をずる 


スピーカーの 設定について 


■スピーカーの設定頃目について 

接続したスピーカーの情報馆無、サイ又設置数など)を本機に設定することで、ドルビーデジタルや DTS の 5.1 チャンネルヴラウ 
ンド(一 が ページ)などの再生に最適な音場を再現することびできます。 

スピーカーの設定には次の3項目びあります。 （） 内は本体表示窓に表示される設定項目名です。 


サブウー八一の設定 

( SUBWFR ) 

サブウー八一を使用するかどうかを設定します。 

スピーカーのサイズ設定 

(FRNT SPXNTR SP.SURR SP ) 

フ□ントスピーカー (FRNT SP )、 センタースピーカーに NTR SP )、 サラウンドスピー 
力一 (SURR SP ) について、使用するかどうかまたはユニットの□径を設定します。 

スピーカーの遅延設定 

(FRNT DUCNTR D し SURR DL ) 

各スピーカーを U スニングポジションから等距離に配置でさないとさに使う設定です。 
理想的配置に近づけるための出カタイミングの遅れを設定します。 


■スピーカーの設定方法について 

本機では、 自動スピーカー設定と簡単スピーカー設定 ( QU に K SETUP ) を使って、スピーカー設定を簡単に行うことびできます。 
また、項目ごとに設定を変更したり、より詳細な設定をしたいときは、詳細なスピーカー設定 (一32 ぺージ)で行うこともできます。 
. 自動スピーカー設定 :拍手 一つで 各スピーカーの遅延設定*^と各スピーカーの出カレベル調節がを行います。すべてのスピー 
カーを接続しているとさにお使いください。 

ヴブウー八一の設定やスピーカーのサイズ設定は、註細なスピーカー設定 (■► 32ぺージ)で行ってくだ 
さい。 

• 簡単スピーカー設定 ：簡単な案内に従って、ヴブウー八一の設定、スピーカーのサイズ設定、各スピーカーの遅延設定*^をわい 
ます。 

設定できる項目は次のようになります。 



スピーカー設定 

出カレベル 

サブウー八一の 
設定 

スピーカーの 
サィズ設定 

スピーカーの 
遅延設定 

スピーカーの 
出カレベル設定 

自動スピーカー設定 

- 

- 

〇 

〇 

簡単スピーカー設定 

〇 

〇 

〇 

- 


*1 遅延設定とは… 

各スピーカーからの音声び U スニングポジションに同時に至瞻するためには、各スピーカーを等距離に設置することび必要です。 
本機では、スピーカーを等距離に設置できないときでも、音声び同時に至瞻できるようにスピーカーからの音声出力のタイミン 
グを遅らせることびできます。 


* 2 スピーカーの 出カレベル調節とは… 

サラウンドなど複数のスピーカーを使用するとさは、各スピーカーからの音声を U スニングポジションで聞いたとさに、同じ音 
量になることび理想的です。 

本機では、各スピーカーごとに出カレベルを調節し、どのスピーカーからの音量も同じ大きさにそろえることびできます。 
詳しくは、惜量 • 音質の調節をする」 ► 37 ぺージ)をご覧ください。 
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自動 スピーカー 設定 


ふだん視聴する場所 0 J スニングポジション)で一度手を日 P きます。本機では、接続されたスピーカーをマイクのように使ってその音 
を拾い、スピーカーの遅延設定と音声出カレベルを設定します。 

-より正確な設定をするために、本体に接続しているすべての機器(テレビ、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ、 BS / CS チューナー、ヴ 
ブウ ー A — など)の電源を巧いてか5設定を行ってください。 

• 設定は、全てのスピーカー(左ちのフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちのヴラウンドスピーカー ) を接続した状態で行っ 
てください。センタースピーカーまたはサラウンドスピーカーを接続しない場合や、設定内容を変更したいとさは簡単スピーカー 
設定 (QU に K SETUP ) (一 30ページ)か詳細なスピーカー設定 (一 おページ)を行ってください。 

• 設定の前に各スピーカーの接続をご確認ください。 


リモコンのみ 


1 ふだん視聴ずる場所（リスニング 
ポジション)に座る 

2自動 スピーカー 設定ボタン 
を2秒 m 上 f 甲ず 

表示窓に 「SETTING UP 」 び 3 秒間点滅後、 

点巧します。 

-それまでの遅延設定と出カレベル設定はキャンセルさ 
れます。 点滅 



ANALOG 王 ▲ 

SUBWFR Yl'" 

__ 

kk, 

kk 

A A 


k. 

iAAAAAi 

: .n 

A VOL ミ … ミ…； 

本 

ANALOG L R 

SUBWFR ;■■■■ 


■■ ■■ 

■■. 


■■■ 

G u 

"""■ ， — け■■く 

■■■■ ■ 

VOL ミ …;" 


-点滅中にもう一度 自動スピーカー設定 ボタンを押すと 
設定の前に選んだソースの表示に戻ります。 

3 [■SETTING UP 」 点丹中に、リスニング 
ポジシヨンか!5—度手を DP < 

音び体で妨げられないように頭上で日りきます。 







a メッセージを確認ずる 

ち欄をご覧ください。 


手剧 P いた徵こ、次のいずれかのメッセージび表示されます。 


、•■•、こ 

vol;'a I 


TV 


SUCCESSFUL 


SILENT 


SILENT-ALL 


FAILED 


SUCCESSFUL 

:各スピーカーに拍手の音び届さ、設定に成功し 
ました。各スピーカーの遅延と音声出カレベル 
の設定を自動で設定します。 

SILENT :フ□ントスピーカー、センタースピーカー、サラ 
ウンドスピーカーのいずれかに拍手の音び届い 
ていません。 

サイレント オール 

SILENT-ALL 

:すべてのスピーカーに拍手の音び届しでいません。 

FAILED :フ□ントスピーカーあるいはサラウンドスピー 
カーの左ちどちらかに拍手の音び届いていない、 
または左ちのスピーカーまでの距離び極端に違 
います。 

- 「 SII _ ENT 」、「 SILENT - ALL 」 または 「 FAILED 」 び表示され 
た場合は： 

再度表示窓に 「SETTING UP 」 と表示されます。このときは手 
順3をちラー度行ってください。 

. メッセージび3回続けて 「 SILENT - ALL 」 または 「 FAILED 」 
だった場合は： 

「 MANUAL 」 と表示されます。このときは簡単スピーカー設 
定 (QU に K SETUP ) (一 30ぺージ)または詳細なスピー 
力一設定 (一 32ページ)を行ってください。 

-次の場合には遅延と音声出カレベルは自動的に設定されます。 
-メッセージび 2 回続けて 「 SILENT 」 だった場合。 

- 「 SILENT - ALL 」 または 「 FAILED 」 のいずれかのメッ 

セージび 2 回表示されたあと、 3 度目び 「 SILENT 」 だっ 
た場合。 

サブウーノ V - の 設定は手動で行ってください。(一 32ぺージ) 
U スニングルームの 状況、 スピーカーの 種類、または拍手の強 
度によっては正しく設定されないことびあります。 


調節•設定ずる 
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スピーカーの設定をずる(つづき) 


簡単スピーカー設定 (QC/ i ち K SETUP) 


使用するスピーカーの数とお部屋の大きさを登録するだけでセンタースピーカーとサラウンドスピーカーの遅延び設定されます。 
•スピーカーの数やサイズを変更したときは設定し直してください。 


本化のみ 


SETTING ボタンを巧ず 

MULTI JOG つまみび項目設定用に働く 
ようになります。 




2 MULTI JOG つまみを回 
して 「QU に K SETUP」 
を表示させる 




3 


SET ボタンを巧ず 

「ENTER THE NUMBER OF 
SPEAKERS 」 とスク□ール表示さ 
れます。 



スク□ール表示後、設定表示に切り換わります, 



4 


MULTI JOG つまみを 
回して使用ずるスピー 
カーの 数を選ぶ 

つまみを回すごとに次のように 
スピーカーの数び切り換わります。 




A 


5 SPEAKERS | 一 白 SPEAKERS 
レ向 SPEAKERS 1 一 


己 SPEAKERS 

:すべてのスピーカーを使うとさ 
に選びます。 


4 SPEAKERS 

:センタースピーカーじ(外のス 
ピーカーを使うときに選びます。 


3 SPEAKERS 

:サラウンドスピーカーじ(外のス 
ピーカーを使うとさに選びます。 


-サブウーノ V —の有無の設定は手順巨で行います。 


Clj 山山 
〇 

凹 曲 


Cu 山山 
〇 

凹 凹 


Llj 山山 
〇 

凹 曲 


& SET ボタンを巧ず 


SET/TUNER PRESET 


「ENTER USE OF SUBWOOFER 」 と 

スク□ール表示されます。 

スク□ール表示後、設定表示に切り換わります 




6 


MULTI JOG つまみを回 
してサブウーノ V—の有無 
を選ぶ 

つまみを回すごとに次のようにサブ 
ウ ー J V —の有無び切り換わります。 



/〇い" b 


7V 


SUBWFR USE 


SUBWFR N0 
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SUBWFR USE 

:サブウー八一を使用するとさに選びます。 

SUBWFR N 0 

:サブウー八一を接続していないとさ、または 
使用しないときに選びます。 

サブウー八一の有無を設定すると手順 4 で設定したス 
ピーカーのサイズの設定は iU 下のようになります。 


サブウー八一 

スピーカー数 

各 スピーカーの サイズ 

フ□ント 

センター 

サラウンド 

SUBWFR USE 

己 SPEAKERS 

SMALL 

SMALL 

SMALL 

SUBWFR NO 

5 SPEAKERS 

LARGE 

SMALL 

SMALL 

SUBWFR USE 

4 SPEAKERS 

SMALL 

無し 

SMALL 

SUBWFR NO 

4 SPEAKERS 

LARGE 

無し 

SMALL 

SUBWFR USE 

3 SPEAKERS 

SMALL 

SMALL 

無し 

SUBWFR NO 

3 SPEAKERS 

LARGE 

SMALL 

無し 


スピーカーのサイズの詳細は「スピーカーサイズの設 
定 ( FRNTSP、CNTR SP、SURR SP )」 (-►游ぺ 一 
ジ)をご覧ください。 


/ SET ボタンを巧ず 


SET/TUNER PRESET 


「ENTER ROOM SIZE 」 とスク□ール 

表示されます。 

スク□ール表示後、設定表示に切り換わります 



化;…ミ" 


U スニンクルーム内のスピーカー配置に応じて、部屋の 
広さを選びます。 

選んだ部屋の広さによつて遅延の設定は iU 下のように 
なります。 （ X は U スニングポジション） 


SMALL ROOM 

:サラウンド スピーカー 3 msec 
センター スピーカー ] msec 



MEDIUM ROOM 

:サラウンド スピーカー 2 msec 
センター スピーカー ] msec 



LARGE ROOM 

:サラウンド スピーカー 日 msec 
センター スピーカー 日 msec 



遅延の設定の詳細については「スピーカーの遅延の設 
定 (CNTR D し SURR DL )」 （崎33ぺージ)をご覧く 
ださい。 


8 MULTI JOG つまみを回し 
て音15屋の広さを選ぶ 

つまみを回すごと I こ次のよう I こ部屋の 
広さび切り換わります。 



… j ，巧 

V0L ミ …;…; 


-に 


SMALL ROOM 


MEDIUM ROOM 


LARGE ROOM 


9 SET ボタンを巧ず 


SET/TUNER PRESET 


「SETUP END 」 と表示され、設定び終了 
します。 

数秒後に設定前に選んだソースの表示 
に戻ります。 



操作の途中で ADJUST ボタンまたは SUR 0 UND ボタンを押 
すと、設定はキャンセルされます。 • 

「SETUP END 」 と表示されるまではそれまでの手順の設定は 
記憶されません。 

簡単スピーカー設定の後で、スピーカーの大きさを変更する場 
合は、詳細なスピーカー設定(一 32ぺージ) を行ってください。 


調節•設定ずる 
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スピーカーの設定をずる(つづき) 


詳細な スピーカー 設定 


接続した各スピーカーについて次の設定をします。 

• サブウー八一の設定 （「 SUBWFR 」） 

• スピーカーサイズの設定 （「 FRNTSP 」「 CNTRSP 」 
rSURR SPJ ) 

• スピーカーの遅延設定 (rCNTR DUrSURR DLJ ) 

-ク□スオーバー周波数の設定 (「 CROSS 」） 


操作の手順 


途中で設定操作びできなくなったときは、手順1からやり直して 
<ださい。 


I 本化のみ 


サブウーノ \一の設定 (SUBWFR) 

サブウーノ V - を使用している場合は 「 YES 」 を選択してください。 


ANALOG L R 

siBvj^R j j j ；;;： j _ j !；;;■ j ；;;： :: ：_： !；;;■ ， • 叩•与 

■ ■■■" "ill"■ ■■■■■ :::: .■ V0L 


A 



SUBWFR: YES 一 SUBWFR: NO 

し , 


SUBWFR YES 

:サブウー八一を使用するとさに選びます。 
SUBWFR 表示び点灯します。 

サブウーノ V —の出カレべ >1 レを調整でさるようにな 
ります。 [お買い上げ時の設定] 


SETTING ボタンを巧ず 

MULTI JOG つまみび項目設定用に働く 
ようになります。 


SETTING 



2 MULTI JOG つまみを回 
して設定ずる項目を表示 
させ、 SET ボタンを押ず 


ここでは黒字の項目の設定をします。 



つまみを回すごとに次のように設定 
項目び切り換わります。 




A 


SUBWFR 一 FRNTSP 一 CNTR SP 一 
SURRSP 一 CNTRDL 一 SURR DL 一 
CROSS 一 LFE 一 D.COMP 一 
DIGITAL IN * 一 AUTO SR 一 DVD V 一 
DBS V ► QUICK SETUP ► (始めに戻る） 


-各設定項目についてはこのあとのそれぞれの説明をご 
覧ください。 ► 32、33ぺージ) 


3 MULTI JOG つまみを回して手順2で疆巧 
した項目の設定を決め、 SET ボタン対甲ず 

設定び本体に記憶されます。 


例:サブウー八一の設定で 「 YES 」 を選んだ場合 



4 他の項目を設定ずる場合には手順2と3を 
くり返ず 


SUBWFR N 0 

:サブウー八一を接続していないとさ、またはサブ 
ウー八一を使用しないとさに選びます。 


スピーカー サイズの設定 
(FRNT SP、CNTR SP、SURR SP) 


お使いのスピーカー（フ□ントスピーカー、センタースピー 
カー、サラウンドスピーカー)のそれぞれのサイズを本機に登 
録します。スピーカーの接続を終えてから設定します。 
お使いのスピーカーに内蔵されているスピーカーユニットの 
□径によってサイズを選びます。 

-まず設定するスピーカーを選択します。 


フ □ント スピーカー 

FRNTSP : 

■ フ□ントスピーカーのサイズを設定します。 

CNTR SP : 

:センタースピーカーのサイズを設定します 

SURR SP : 

■ ヴラウンドスピーカーのヴイズを設定します。 


•次にサイズを選択します。 

例:サラウンドスピーカーを選んだ場合 

ANALOG L R 



穴 




SURRSP:SML ◄- 

* SURRSP:N0 一 

SURRSP:LRG ◄- 

今（始めに戻る） 


LRG (大）：スピーカーユニットの□径び] 2 cmiU 上のと 
さに選びます。 


SML (ル）： スピーカーユニットの□径び] 2 cm 未満のと 
さに選びます。 


N 0 (なし）：スピーカーを 接続していないとさに選びます。 
(フ □ン トスピーカーでは 選べません)。 
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例:センタースピーカーを選んだ'場合。 


. ~ ^ - 

• サブウー八一の設定を 「 N 日」に設定しているときは、フ□ントスピー 
カーのサイズは 「 LRG 」 しか選べません。 

- フ □ ントスピーカーのサイズをに MU に設定したとさは、サラウンド 
スピーカーやセンタースピーカーを 「 LRG 」 に設定することはでさま 
せん。 


スピーカーの 遅延設定 

(CNTR DUSURR DL) _ 

ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラウンドで効果的な音場 
を構成するには、 U スニングポジションから各スピーカーま 
での距離び同じであることび理想的です。 

本機では、 U スニングポジションから各スピーカーまでの距 
離のばらつさを調節するために U スニングポジションへの 音 
の到達時間の差(遅延時間) を設定することびできます。 

-音の到達時間は、 約 30cm の差で0.001秒 変わります。 

-設定できる時間は、 「0 ms (0 秒)」から 「己 ms (0.0 日己秒二 
1.己 m )」 （サラウンドスピーカーは 1日 ms (0 .日] 5秒二 
4.己 m ) までで、単位は ImsCO . OOl 秒)きざみになってい 
ます。 

• フ□ントスピーカーとサラウンドスピーカーについて、左 
ちのスピーカーを別々に設定することはできません。左ち 
のスピーカーは U スニングポジションから同じ距離の所に 
設置してください。 



ANALOG L R 



CNTR DLOms 4… ♦ CNTR DL 5ms 


CNTR DL : センタースピーカーの時間差を設定します。 

[お買い上げ時の設定: 0ms] 

SURR DL :左ちのサラウンドスピーカーの時間差を設定 
します。 [お買い上げ時の設定: 0ms] 


ク □ スオーノ く一周波数の設定 (CROSS) 

ル型スピーカーでは低音を効果的に再生でさないことびあり 
ます。本機では、フ□ントスピーカー、センタースピーカー、ヴ 
ラウンドスピーカーのいずれかにノ」\型のスピーカーび使われ 
ているとさ、その低音要素を他の大型スピーカーへ自動的に 
振り分けます。 

この機能を正しく動作させるために、ル型スピーカーのサイ 
ズに応じて、ク□スオーバー周波数を設定します。 

• 「スピーカーサイズの設定」（斗32ぺージ)ですベてのス 
ピーカーを 「 LRG 」 に設定しているときは、この機能は働き 
ません。 



八 


CROSS: 80Hz ICROSS:1 OOHz 1 一 1 CROSS:120Hz 
レ |CROSS:200Hz| 一 |CROSS:150Hz| 心 


ク □スオーバー 周波数を大きく設定すると、 スピーカーの □ 
径び小さい場合でも、低音要素は損なわれにくくなります。 
下記の表を参考に設定してください。 


CROSS: 80Hz 

:スピーカーの□径び] 2cmli (上のとき選びます。 

CROSS: 100 Hz 

:スピーカーの□径び lOcm 程度のとき選びます。 

CROSS: 120Hz 

:スピーカーの□径び 8cm 程度のとさ選びます。 

CROSS: 150Hz 

:スピーカーの□径び 6cm 程度のとさ選びます。 
_[お買い上げ時の設定1 

CROSS: 200 Hz 

:スピーカーの□径び 5cmiU 下のとき選びます。 


調節•設定ずる 
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映像•音声の設定をする 


次の項目について設定します。 

-デジタル入力端子に接続した機器名を設定する(のに ITAL IN 」） . 才ートサラウンドを設定する （「AUTO SR 」） 

-イ氏音域のレベル設定 (「 LFE 」） -映像入カモードを設定する （「DVD V」、 「DBS V 」) 

-ダイナミックレンジの設定 (「 D . COMP 」） 


操作の手順 


途中で設定操作びできなくなったときは、手順 1 からやり直して 
<ださい。 


^ I 本化のみ 


デジタル入力端子に接続した機器名 
を設定する （DIGITAL IN ) 


デジタル子(デジタル1〜 3) に接続した設定します。 
正しく設定しないと、デジタル音声を聞くことびでさません 
のでご注意ください。 


SETTING ボタンを巧ず 

MULTI JOG つまみび項目設定用に働くよう 
になります。 



2 MULTI JOG つまみを 
回して設定ずる項目を 
表示させ、 SET ボタン 
を巧ず 



ここでは黒字の項目の設定をします。 

つまみを回すごとに次のように設定 
項目び切り換わります。 




SUBWFR 一 FRNT SP 一 CNTR SP 一 
SURRSP 一 CNTRDL 林 SURR DL ► 
CROSS 一 LFE 一 D.COMP 一 
DIGITAL IN * ► AUTO SR 一 DVD V 一 
DBS V ► QUICK SETUP ► (始めに戻る) 


「 D に ITAL IN 」 を選んだときは、すぐに現在の設定び表 
示されます。 

各設定項目についてはこのあとのそれぞれの説明をご 
覧ください。（一 34〜36ぺージ) 


3 MULTI JOG つまみを回して手順2で疆巧 
した項目の設定を決め、 SET ボタンを巧ず 

設定び本体に記憶されます。 

例 ： 「DIGITAL IN 」 の項目から 「1 TV 2 DBS 3 DVD 」 
を選んだ場合。 




「1 DVD 2 D 目 S 3 TV 」 は、「デジタル1」に DVD 、 「デジタル2」 
に BS デジタルチューナーまたは目 S / CS チューナー、「デジ 
タル3」に TV を割り当てていることを意味します。 


1 DVD 2 DBS 3 TV 

:デジタル 1 :DVD 
デジタル 2 :DBS 
デジタル 3 :TV 

[お買い上げ時の設定] 

1 DVD 2 TV 3 DBS 

:デジタル 1 :DVD 
デジタル 2 :TV 
デジタル 3 :DBS 

1 DBS 2 DVD 3 TV 

:デジタル 1: D 目 S 
デジタル 2 :DVD 
デジタル 3 :TV 

1 DBS 2 TV 3 DVD 

:デジタル 1: D 目 S 
デジタル 2 :TV 
デジタル 3 :DVD 

1 TV 2 DVD 3 DBS 

:デジタル 1 :TV 
デジタル 2 :DVD 
デジタル 3 :DBS 

1 TV 2 DBS 3 DVD 

:デジタル 1 :TV 
デジタル 2 :DBS 
デジタル 3 :DVD 
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ドルビーデジタル音声を再生中に低音びひずむとき設定します。 
-この機能は r サブウーノ V - の言智」（一推ぺージ)で 「 YES 」 
を選んでいて、 LFE 音声信号 (Low Frequency Effect : 低音 
域信号)び入力されたとさに限り働さます。 


… t で 、， t 

IL ，…，…ミ 


7V 


LFE : OdB 


LFE : -10 dB 


OdB :通常はこれを選びます。[お買い上げ時の設妇 
-lOdB :低音域びひずむときに選びます。 


ドルビーデジタルの音声を再生しているとさにダイナミツ 
クレンジ(最大音声と最ノ」\音声の差)を圧縮(コンプレツシヨ 
ン)することびできます。夜間にサラウンドをお楽しみいただ 
くときに使います。 

-再生するソース(音源)によって、効果の大きさは異なります。 


本機はスレチチヤンみレのデジタ j レ音声信号を識別すると、自 
動的に適切なサラウンドを選ぶことびでさます。 

才ートサラウンドを 「 OFF 」 に設定しているときは、マルチチヤ 
ンネ J レのデジタ J レ音声信号び入力したとさに、手動でサラウン 
ドを「入」にする必要びあります。 




7V 




AUTO SR : ON * 

-► AUTO SR:OFF 


ON :オートサラウンドを使うときに選びます。 

AUTO SR 表示び点灯します。 

OFF :オートサラウンドを使わないときに選びます。 

[お買い上げ時の設定] 

次のときは、オートサラウンドは働きません。 

-アナ□グ音声入力び選ばれているとさ 
- U ニア PCM で録音されたソフトを再生中のとき 
-手動でデジタル入力信号フォーマツト （DOLBY D 、 DTS 、 
MPEG -2 AAC ) を選んでいるとき(一 23ぺージ) 




7V 


D . COMP:MID 


D . COMP : MAX 


D . COMP:OFF 


(始めに戻る） 


OFF :ダイナミックレンジはそのままで、サラウンドを楽 
しみたいときに選びます。 

MID :ダイナミックレンジを少し圧縮したいときに選び 
_ます。_ [お買い上げ時の設定] 

MAX :ダイナミックレンジの圧縮を最大にしたいとさに 
選びます液間など周囲のちに迷惑をかけたくない 
ときに選びます）。 




才ートサラウンドび roN」 になっているときは、他のサラウンド 
び選ばれていても、スレチチヤンみレのデジタ J レ音声信号を識別 
すると選択中のサラウンドは解除されます。 

才ートサラウンドび rON」 になっているときに、 SURROUND ボ 
タン(または U モコンのサラウンドボタン)を押すと、一時的に 
才ートサラウンドは解除 (「OFF」) されます。 

また、次のときは、才ートサラウンドは「日 N」 に戻ります。 

-電源を「入」◄■►「切」する 

一他のソース(音源)を選ぶ 

-才ートサラウンドをもう一度 roN」 にする 


次ページに続く 
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タイナミックレンジの設定 
( D . COMP ) 


オートサラウンドを設定する 
(AUTO SR ) 


氏音域のレベル設定 ( LFE ) 


調節•設定ずる 




































































































映像•音声の設定をずる(つづき) 


オートサラウンドの詳しい動作について 

才ートサラウンド機能で、デジタル音声信号と選ばれるサラ 
ウンドの関係は次のようになっています。 

• 3 chm 上の音芦信号のとき 

デジタル音声フォーマットに対応するサラウンドび選ば 
れます。 

• ドルビーサラウンドのようなマトリクス処理された 2 ch 
の音芦信号 ( Lt / Rt ) のとさ 

再生中のデジタル音声フォーマットに関わらず、ヴラウ 
ンドモードの 「PL II MOVIE 」 び選ばれます。 

• ドルビーデジタル (□□)、 DTS 、 MPEG 2- AAC の 2 ch の 
音青信号 ( Lo / Ro ) のとき 

サラウンドオフとなり、に TEREO 」 になります。 

• 上記 m 外の 2 ch 音芦信号のとさ 

オートサラウンドは働さません。 

L し V 


映像入カモードを設定する 
(DVD V、DBS V ) 


DV □プレーヤー、 BS / CS チューナーを入力端子に接続したと 
さ、それぞれの入力端子の種類を設定しておく必要びあります。 


例 ： 「DVD V 」の項目から 「 S / C 」 を選んだ場合 



DVD V : S/C 一 DVD V : COMP 


- DVD プレーヤーを接続するとさ 

DVD V : S/C 

: DV □プレーヤーを S 映像端子か映像端子(コンポ 
ジット端子)に接続しているときに選びます。 
_[お買い上げ時の設定] 

DVD V : COMP 

: DVD プレーヤーを D 映像端子に接続している 
ときに選びます。 


-巳 S デジタルチューナーまたは目 S / CS チューナーを接続するとき 

DBS V : S/C 

: BS / CS チューナーを S 映像端子か映像端子(コン 
ポジット端子)に接続しているときに選びます。 
_[お買い上げ時の設定] 

DBS V : COMP 

: BS / CS チューナーを D 映像端子に接続してい 
るときに選びます。 
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音量•音質の調節をする 


次の項目について設定します。これらの設定は、ソースごとに記憶されます。ただし*印はサラウンドモードごとに記憶されます。 


音質の調節 (「 BASS 」「 TREBLE 」） 

スピーカーの出カレベルの調節(|■ SUBWFR 」^ CENTER 」 
rSURR UrSURR RJ ) 

フ□ントスピーカーの左ちのバランス （「 BAU ) 


エフェクトの調節 (「 EFFECT 」）* 

ノいラマ機能 （「 PANORAMA 」）* 

イ氏音を調節する ( fB . BOOSTJ ) 

インプットアッテネーター （「 ATT 」） 


途中で設定操作びできなくなったときは、手順 1 からやり直し 
て < ださい。 


本体から 



ADJUST ボタンを巧ず 

MULTI JOG つまみび項目設定用に働くよう 
になります。 


2 MULTI JOG つまみを 
回して設定ずる項目を 
表示させ、 SET ボタン 
を巧ず 

つまみを回すごとに次のように設定 
項目び切り換わります。 




人 


BASS 特 TREBLE 林 SUBWFR 一 
CENTER * 林 SURRL * 一 SURR R * 一 
EFFECT * 一 PANORAMA * 一 BAL 一 
B.BOOST ► ATT ► (始めに戻る） 


* サラウンドび 「 OFF 」 のときは選べません。 

ただし、ソースび DVD MULTI のときは 「 CENTER 」、 
rSURR U、「SURR R 」 を選ぶことびできます。 

• スピーカーのサイズ設定やヴブウー八一の設定で 
「 N 0」と設定しているときは、！ " SUBWFR 」、 
「 CENTER」、rSURR L」、rSURR R 」 は選べません。 

- EFFECT は DAP モードのときに選べます。 

- PAN 日 RAMA は PL II MUS にのときに選べます。 

各設定項目についてはこのあとのそれぞれの説明をご 
覧ください。（一 37、38ぺージ) 

3 MULTI JOG つまみを回して、手順2で選択 
した項目の設定を決め、 SET ボタンを巧ず 

設定び本体に記憶されます。 

例：旧 ASS 」 の項目を選んだ場合 


::;;:のぷ [] 


4 他の項目を設定ずる場合には手順2と3を 
くり返ず 


フ□ントスピーカーの高音と低音をお好みに合わせて調節します。 
- 2(服)単位で増幅または減衰し、卜] 0」〜「+10」の範囲で 
調節でさます。 


.lE 


TV 




BASS 0 


如= 


BASS -10 


BASS +10 


BASS :低音を調節するときに選びます。 

[お買い上げ時の設定: O ( dB )] 

TREBLE :高音を調節するときに選びます。 

[お買い上げ時の設定:日 w 目)] 

U モコンからも同じ設定をすることびできます。詳しくは惜 
質の調節旧 ASS 、 TREBLE )] (- ► 24 ぺージ)をご覧ください。 


センタースピーカー、左ちサラウンドスピーカー、サブウー 
八一の出カレベルを調節します。 

•] (服)単位で増幅または減衰し、「一1日」〜「+10」の範囲で 
調節でさます。 

• スピーカーを使わない設定のときやサラウンドモードに 
よっては、調節のでさないスピーカーびあります。 

「サブウーノ V - の設定」（一 32ぺージ) 

「スピーカーサイズの設定」（一 32ぺージ) 

「サラウンドを使う」（一 39-43 ぺージ) 


: M 




SUBWFR 0 


SUBWFR -10 


SUBWFR +10 


SUBWFR :サブウー八一の出カレベルを設定するとさに 
選びます。[お買い上げ時の設定：日 ( d 巳)] 

CENTER :センタースピーカーの出カレベルを設定する 
ときに選びます。「お買し化げ時の設定: 0(服)] 

SURR L :左サラウンドスピーカーの出カレベルを設定 
するときに選びます。 

[お買い上げ時の設定: O ( dB )] 


サラウンドち 

SURR R 


ちサラウンドスピーカーの出カレベルを設定 
するとさに選びます。 

[お買い上げ時の設定: O ( dB )] 

U モコンからも同じ設定をすることびできます。詳しくは「ヴ 
ラウンドの調節」（一がページ)をご覧ください。 
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スピーカー出カレベルの調節 
(SUBWFR、CENTER、SURR し SURR R) 


音質の調節 （BASS、TRE 巨 LE) 


操作の手順 


調節•設定ずる 


























































































音量 • 音質の調節をずる(つづき) 


フ□ントス ピーカーの 左ちバランス 
の調節 ( BAL ) 


左ちのフ□ントスピーカーび U スニンクポイントから同じ距 
離に置けないときは、左ものフ□ントスピーカーの音量バラ 
ンスを調節します。 

• 旧 AL L ] 」〜旧 AL R -2 ] 」の範囲で 、「 BAL CENTER 」 

から](服)単位で調節できます。 



人 


BAL CENTER 


BAL R 


BALL -21 


バランス左 

BALL 

:フ□ントスピーカー出力の左ちのバラ 
ンスびち側に移動します。 

バランスち 

BALR 

:フ□ントスピーカー出力の左ちのバラ 
ンスび左側に移動します。 

BAL CENTER 

:バランスを元に戻します。 


[お買い上げ時の設定] 


エフェクトの調節 ( EFFECT ) 


DAP モード (LIVE CLUB.DANCE CLUB . HALL . 
PAVILI 日 N ) をお楽しみいただいているとさ、その効果の度合 
い(エフェクトレべル)を調節することびでさます。 

- DAP モードの選びかたについては、「サラウンドの使いかた 
とスピーカー配置」（一 4 y ページ)をご覧ください。 



EFFECT 1 >■■■► EFFECT 5 


[お買い上げ時の設定： 3] 
-数字び大きくなると各 DAP モードの効果び大きくなります。 

U モコンからも同じ調節をすることびできます。詳しくは「エ 
フエクトの調節 ( EFFECT )」 （一がぺージ)をご覧ください。 


ノ く ノラマ機能 ( PANORAMA ) 


Pin Mus にモードのとき、音声び回り込んでくるような効 
果を調節することびできます。 

- Pin MUS にモードの選びかたについては、「サラウンドの 
使いかたとスピーカー配置」（一 4 y ページ)をご覧くださ 
い。 



A 


PANORAMAOFF ► PANORAMA ON 


PANORAMAOFF :通常の音声で再生します。 

[お買い上げ時の設定] 


PANORAMA ON :音声び回り込んでくるような効果を 
強調します。 


低音を強調する（バスブースト) 


フ□ントスピーカーの低音を強調することびできます。 


R □□ PLII 


H 。 H 0 0 S T 

'…： i i VOL Li LmS 

A 



B.BOOST OFF 


B.BOOST ON 


J 


B.BOOST OFF :通常の設定値で再生します。 

[お買い上げ時の設定] 

B.BOOST ON :低音を4服増幅します。 BASS 目00 ST 
表示び点灯します。 

U モコンからも同じ設定をすることびできます。詳しくは「低 
音を強調するりくスブースト)」(- ► 24ぺージ)をご覧ください。 


インプツトアツテネーター ( ATT ) 


アナ□グ入力時にソースの信号び大さく、音びひずんでしまう 
ときに使います。 



/ッ了ィ夕ー ノーマル 

ATT NORMAL :通常はこちらを選びます。アナ□グ入力 


信号は調節されません。 

[お買い上げ時の設定] 


ATT ON :アナ□グ音声びひずんでしまうとき、こち 

らを選びます。入力信号は調節されお^し 
ます 。 INPUT ATT 表示び点灯します。 
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サラウンドを使う 


サラウンドとは 


映画館は、計算された効果音で臨場感を再現するために、壁に多 
くのスピーカーを配置し、あらゆる方向から音声び聞こえてくる 
ように設計されています。 （図 A) 

客席を包みこむように多くのスピーカーを配置することによつ 
て、音の定位感と躍動感を飛躍的に高めています。 

本機は、己つのスピーカーとサブウーノ V —を使うことで、映画館 
そのままの臨場感をご家庭で再現することを可能にしました。 

個の 



• ド ルビー デジタル *1 

DVD ソフトに使われているマルチチヤンネル対応の音声圧縮ち 
式のひとつですにのようなソフトには隅腎国マークび記載され 
ます)。 

ドルビーデジタル己. 1 ch の場合、フ□ント左ち、センター、ヴラウ 
ンド左ち、サブウーノ V —の己. 1 ch (サブウーノ V —は日. 1 ch と数え 
ます)の各チヤンネルを完全に独立した音声として再生するの 
で、チヤンネ j レ間の干渉も少なく、より優れた音質でより立体的 
なサラウンドび再現でさます。 

本機にはドルビーデジタルデコーダーび搭載されています。 

-外部接続した機器でドルビーデジタル音声を再生するには、 
お使いになる機器を本体背面のデジタル入力端子に接続して 
ください。（ーブ4ぺージ） 

• ドルビーデジタル信号び検出されると、表示窓の DOLBY D 
表示(- ► 23ページ)び点灯します。 


DTS 子づ夕) レヴラウンドは、 CD 丄 D 、 DVD などに使われていま 
す（このようなソフトには 段ち マークび記載されています)。 
ドルビーデジタル同様己. Ich のデジタル音声フォーマツトです 
び、音声圧縮率を低く設定してあるため、厚みのある、より高音質 
な再生び可能となります。 

本機には DTS サラウンドデコーダーび内蔵されていますので、 
DTS デジタルサラウンドの映像ソフトび再生でさます。 

-外部接続した機器で DTS サラウンド音声を再生するには、お 
使いになる機器を本体背面のデジタル入力端子に接続してく 
ださい。 （"^^4 ぺージ） 

- DTS 信号び検出されると、表示窓の DTS 表示(■►のぺージ) 
び点灯します。 

エムペグ アドバンストオーディオコーディング 

• MPEG-2 AAC (Advanced Audio Coding) 

MPEG-2 才ーディオの標準ち式のひとつで、目 S デジタ;!レ放送で 
採用されている音声符合化規格です。 

低ビツトレートで高音質を確保できる点び特長で、番組内割こよ 
り己.1 ch のマルチチヤンネル設定び可能なフォーマツトです。 

- AAC サラウンドの音声を聞くには、お使いになる機器を本体 
背面のデジタ J レ入力端子に接続してください。(- ► 7 7ぺージ) 

• MPEG-2 AAC 信号び検出されると、表示窓の AAC 表示 
(- ► 23 ページ)び点なします。 

米国パテントナンパ’一 


本機搭載の DSP (デジタル • シグナ>1レ•プ□セツヴ ー) により次の 
サラウンドをお楽しみいただけます。 

• マルチチヤンネルサラウンド（ドルビーデジタル、 
DTS.MPEG-2 AAC) 

• ドルビープ□□ジツク n 

(プ □ □ ジツク n ムービ ー 、プ111 □ ジツク ns ユージツク） 

ディーエーピィー ライブクラブ ダンスクラブ ホール パビリオン 

• DAP (LIVE CLUB、DANCE CLUB、HALL、PAVILION) 

• 才ールチヤンネルステレオ (ALL CH ST.) 


已1848,3 91 
已1400,433 
已 ，7 已 2,22 已 
已1274,740 
4,9 1 4,70 1 
已，已79,430 
97/0287已 
已1227,788 
已，已92,已84 
08/211，已47 
08/894,844 


已，29 ] ，已已7 
已，222,189 
已1394,473 
已1633,98 ] 
已，23已，67 ] 
08/678,666 
97/02874 
已，28已，498 
已，78 ] ,888 
已1703,999 


已，4已1,9已4 
已，3已7,已94 
已，已83,962 
已1297,236 
07/640,已已〇 
98/03037 
98/03036 
已，481,6 14 
08/039,478 

08/已已71046 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。 
Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号はドルビーラ 
ボラト U —ズの商標です。 

*2 DTS および DTS Digital Surraund は、デジタル.シアター 
システムズ社の商標です。 

































































































サラウンドを使う（つづき) 


• ドルビープ□□ジック凸 *3 

本機にはドルビープ□□ジック n デコーダーび内蔵されています。 
ドルビーサラウンド方式で記録された 2 ch 音声はもちろん、通常 
の 2 ch 音声も己.1 ch 音声にまで拡張することびできます。また、 
従来のドルビープ□□ジック方式でできなかったサラウンドス 
ピーカーの高音域も再生することびでさます。このため、より奥 
行さと広びりのあるサラウンドびお楽しみいただけます。 

ドルビープ□□ジック印こは次の2っのモードびあります。 

プ □□ジ ック n ムービー （PLn MOVIE ) 
nn iDOLBYSURROUNDl マー々 のついたドルビーサラウンドち式で 
記録された 2 ch 音声、または 2 ch 音声の映像ソフトの再生に 
向いています。 DVD ソフトなどのマルチチヤンネル己. 1 ch 音 
声に近い音場での再生をお楽しみいただけます。 

プ□□ジック n ミュージック （PLn MUSIC ) 

2 ch 音声の音楽ソフトの再生に向いています。音楽ソフトの 
再生に適した広がりと奥行さを持った音場をお楽しみいただ 
けます。 

-ドルビープ□□ジック n は、ドルビーサラウンドち式で記録さ 
れた音声も含めてすべての 2 ch 音声に対して有効です。 

-ドルビープ□□ジック n デコーダーび働いていると、表示窓 
の [ XiPL 且表示(一 yo ページ)び点灯します。 


• DA 巧ード 

コンヴートホー j レやライブノ V ウスなどで聞く音は、音源から直接 
耳に届く音 (直接音) と天井や壁などに反射してから耳に届く音 
(初期反射音) 、そして、何回も反射を繰り返してから耳に届く音 
(残響 音) によって構成されています。これらの反射音/残響音は、 
U スナーと天井、壁の距離によって様々な遅延時間をもった音と 
なり、コンヴートなどでは、直接音とこれらの反射音/残響音に 
よって、音場び作り出されています。 

本機に搭載されている DAP モードは、これらの反射音や残響音 
をデジタル信号処理により創り出しコンサートホールやライブ 
八ウスなどの臨場感を再現します。 


本機では次の DAP モードをお楽しみいただけます。 


ライブ クラブ 

• LIVE CLUB 


ダンス クラブ 

• DANCE CLUB 


ホール 

• HALL 


パビリオン 

• PAVILION 


天井の低いライブ八ウスにいるような雰 
囲気です。 

激しい低音のビートを刻みます。ディス 
コにいるような雰囲気です。 

ボーカルびはっさりします。コンサート 
ホールにいるような雰囲気です。 

天井の局し展 TJX 会場にいるような雰囲気 
です。 


*3 ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号はドルビーラ 
ボラト U —ズの商標です。 



• DAP モードはアナ□グ 2ch 音声や U ニア PCM デジタル音声 
で録音されたソフトを再生するとさに使うことびでさます。 

• DAP モードをお楽しみいただくには、フ□ントスピーカーの 
他にサラウンドスピーカーを接続 • 設定する必要びあります 
(センタースピーカーを接続•設定していてち音声は出ませ 
ん)。 

• DAP モードをお使いのとさは、表示窓のサラウンド表示の 
DSP 表示(一 yo ページ)び点灯します。 

- DAP モー ドを選んでいるとさは、音響効果の度合い (エフ ェク 
トレべル)び調節できます。 （^35 ページ） 


•才ールチヤンネルステレオ (ALL CH ST ) 

接続 • 設定されたすベてのスピーカーを使つて、より広い範囲で 
ステレオ音声をお楽しみいただけます。センタースピーカーび使 
えるときは、左ちフ□ントスピーカーの音声をダウンミックスし 
て、モノラル音声にします。 

• オールチヤンネルステレオはアナ□グ 2 ch 音声や U ニア 
PCM デジタル音声で録音されたソフトを再生するときに使 
うことびでさます。 

-才ールチヤンネルステレオをお楽しみいただくには、フロント 
スピーカーの他にヴラウンドスピーカーを接続 • 設定する必要 
びあります。 

• オールチヤンネ>1レステレオをお使いのとさは、表示窓の DSP 
表示(一70ページ)び点灯します。 

P お知らせ- 

• サラウンドをお使いになるとさは、じ(下の項目をあらかじめ正しく 
設定しておいてください。 

-スピーカーサイズ設定(- ► 32ぺージ) 

-スピーカーの 遅延(- ► 33 ぺージ） 

—フ□ントスピーカーの左ちバランス(碎35ぺージ） 
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サラウンドの使いかたとスピーカー配置 


お手持ちのスピーカーの数や入力している音声信号によって選べるサラウンドモードは異なります。 

-フ□ントスピーカーしかお持ちでないとさはサラウンドをお使いになれません。 

-マルチチヤンネルサラウンドについ口ま、スピーカーの配置数 (3 ch じ(上)に関係なく選ぶことはできますび、すべてのスピーカー 
を適切に接続 • 設定しないと、十分なサラウンド効果をお楽しみいただけません。 

• スピーカーの音量•音質の調節についてはが、43ページをご覧ください。 


才ートサラウンドの設定び roN 」 のとき、次の信号び入力されると自動的にサラウンドモードび選ばれます。詳しくはけートサ 
ラウンドを設定する （AUTO SR )」 （■►が、36ぺージ)をご覧ください。 

• マルチチャンネルデジタル音声信号 • Dolby Digital 2 ch • DTS 2 ch • マト U クス処理された 2 ch 音声信号 


^リモコンから 


S 1 本体から 


1サラウンドボタンを巧ず 


サラウンド 



サラウンド 


SURROUND ボタンを巧ず 



2 サラウンドボタンをくり返し巧して、お好 
みのサラウンドモードを選ぶ 

ボタンを押すごとに次のようにサラウンドモードび切 
り換わります。 


MULTI JOG つまみを回して 
お好みのサラウンドモードを 
選ぶ 

つまみを回すごとに次のようにサラウンド 
モードび切り換わります。 





お手持ちのスピーカーの数によって選べるサラウンドモードび異なります。詳しくは下の「お使いになれるサラウンド」 
をご覧ください。 


お使いになれるサラウンド 


スピーカーの設定数で選べるサラウンドモードは次のようになります。 


己スピーカー 


4スピーカー 


山 

〇 

回 因 


Clj 山山 

〇 

回 回 


• ドルビープ□ロジック n (PLU MOVIE . PLn MUSIC ) 

• DAP (LIVE CLUB、DANCE CLUB . HALUPAVILION ) 
• 才ールチヤンネルステレオ (ALL CH ST .) 


3 スピーカー 


口回囚 
〇 

回 回 


ドルビープ□□ジック n 
(PLn MOVIE、PLn MUSIC ) 
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サラウンドを使う（つづき) 


サラウンドの調節 


サラウンドをより効果的にお楽しみいただくために、各スピー 
カーの音量、音質を調節します。 

U スニングポジシヨンから調節すると効果的です。 

-設定はソースごとに記憶されます。 

-テスト!-ーンを使うと各スピーカーの出カレベルをより正確 
に調節することびでさます。 


出カレベルを調節ずる 

^リモコンから 


1お好みのソフトを再生してサラウンドを 
使う(一47ぺージ） 


2 調節ずる項目のボタ 
ンを巧ず 

. +を押すと出カレベルび 
大きくなります。 

. 一を押すと出カレベル 
びルさくなります。 



テストトーンを使うには _ 

フ□ントスピーカーと同じ音量で聞こえるように各スピー 
カーの出カレベルを調節します。 

. 再生中の音声は聞こえなくなります。 


^リモコンのみ 

テストトーンボタンを巧す。 


テストトーン 



テスト I -ーンは次の順番で、2秒ごとに各スピーカーか 
ら切り換えて出力されます。 

テスト I -ーンはおよそ1分間続きます。 


I £7□ント 
I ストカ- 


► C —► R —► RS 

センター ちフ□ント ちサラウンド 
スピーカー スピーカー スピーカー 


—► LS 

左サラウンド 
スピーカー 



テストトーンをやめると.さは 

もう一度 テストトーン ボタンを押します。 

. テスト!ン出力中に、サブウー八一 (+/-) またはエ 
フエクトの調節をすると、テスト I -ーンは止まります。 


P お知らせ- 

• スピーカーの 設定で 「 NO 」 を選んでいる スピーカーの 出カレベルの 
調節はでさません。 


センター (+/—) 

:センタースピーカーの出カレベルを調節します。 

1(服)単位で増幅または減衰し、「一 1日」〜「+ ] 0」の 
範囲で調節できます。[お買い上げ時の設定:日 w 目)] 

サラウンド•ち/ち (+/-) 

:左ちのサラウンドスピーカーの出カレべ 
ルを調節します。 

1 WB ) 単位で増幅または減衰し、「一 ] 日〜「+ ] 0」の 
範囲で調節できます。[お買い上げ時の設定:日 w 巳)] 

ヴブウー八一 (+/—) 

:サブウー八一の出カレベルを調節します。 

S (服)単位で増幅または減衰し、「一 10」〜「+ ] 0」の 
範囲で調節できます。[お買い上げ時の設定:日 w 目)] 

• スピーカーのサイズ設定やヴブウー八一の設定で 
「 N 0」と設定しているときは調節できません。 

本体でも同じ調節をすることびでさます。詳しくは「スピー 
力一出カレべ;!レの調節 ( SU 巳 WFR . CENTER、SURR L 、 
SURR R )」 （一37 ぺージ)をご覧ください。 


エフェクトの調節に FFECT) 


DAP モード ( LIVECLU 目 、 DANCECLU 目、 HALL 、 PAVILION ) 
をお楽しみいただいているとさ、その効果の度合い(エフェクト 
レベル)を調節することびできます。 

• DAP モードについては、「サラウンドを使う」 (-►40 ぺージ) 
をご覧ください。 

リモコンか5 



サラウンドモードか 5DAP モード 
を選ぶ(一47ぺージ） 


2 


エフェクトボタンを巧ず 

ボタンを押すごとに次のようにエフェクト 
レベルび切り換わります。 



L 

SUBWF 

LS S 

R 

P DSP " 

RS 5 5 


ミ …. 

… ■ : ■ VOL 

_ A _ 








EFFECT 

1 

-► 

EF 圧 CT 2 

今 








EFFECT 

3 

-► 

EFFECT 4 

今 


EFFECT 

5 


(始めに戻る） 



[お買い上げ時の設定: 3] 
-数字び大さくなると各 DAP モードの効果び大きくなります。 


本体でも同じ調節をすることびできます。詳しくは「エフェク 
卜の調節 (EFFECT )」 (一38 ぺージ)をご覧ください。 


































































サラウンドの調節 


アナ□グマルチチヤンネルを使う 


ノ VV ラマ機能 (PANORAMA) 

Pin MUSIC モードのとさ、音声び回り込んでくるような効果を 
調節することびでさます。 

本化のみ 


本機は、己. 1 か (DVD MULTI ) のアナ□グスレチチヤンネル入力 
端子びあります。 

DVD プレーヤーからの己. 1 ch アナ□グスレチチヤンネル信号を 
再生することびでさます。 

再生する前に DVD プレーヤー付属の取扱説明書をご覧ください。 


1お好みのソフトを再生してサラウンドを 
使う(一47ぺージ） 


「 PLnMUS に」を選びます。 


2 ADJUST ボタンを巧ず 

MULTI JOG つまみび項目設定用に働くよう 
になります。 


ADJUST 



3 MULTI JOG つまみを回 
して rPANORAMAJ を 
選び、 SET ボタンを f 甲ず 



SET/TUNER PRESET 



4 MULTI JOG つまみを回して設定を決める 

つまみを回すごとに次のようにパノラマ機能設定び切 
り換わります。 

L R □□ PL II 



A 




PANORAMAOFF 


PANORAMA ON 




1ソースを 「DVD MULTI」 にずる 

U モコンから 

DVD MULTI ボタンを押します。 
本体から 

SOURCE SELECTOR つまみ 
を回して 、 「DVD MULTI 」 を表示 
させます。 


2 DVD プレーヤーでアナ□グマルチチヤン 
ネル出力を設定し、再生ずる 

DVD プレーヤーの操作については、 DVD プレーヤー 
の取扱説明書をご覧<ださい。 

-お好みに応じてスピーカーの出カレベルを調節して 
ください。（一37、がぺージ） 


DVD MULTI 



p お知らせ- 

.「DVD MULTI」 をソースに選んでいるとき、はサラウンドモードや 
DAP モードは働さません。また U モコンの サラウン ドボタンや本体 
の SURROUND ボタンも使えなくなります。 

-へッ ドホンを使うと、左ちのフ□ントスピーカーの音声のみび へッ 
ドホンから聞こえます。 


PANORAMAOFF 

:通常の音声で再生します。 
r お買い上げ時の設定] 

PANORAMA ON 

:音声び回り込んでくるような効果を強調します。 


5 SET ボタンを巧ず 

設定び本体に記憶されます。 













































































AV コンピユリンク•リモートコント □— j レシステム 


ビクター製の各機器を別売りの接続〕ードに N -12日 A など)を使って、各ビデオ機器の AV 〕 ンピュ U ンク端テどうしを接続します。 
すべての機器を橋渡しするように接続します。順番に決まりはありません。 

-接続する前に、必ず電源プラグを家庭用コンセントか 5 抜いておいてください。 

すべての接続び終わつてか！ 5 電源を入れてください。 



DVD プレーヤーの自動再生 自動電源 r 入」◄■►「切」 


DVD プレーヤーを再生するだけで、本機の電源び自動的に 
「入」になり、ソース（音源）として 「 DVD 」 または 「DVD 
MULTI 」 び選ばれます。 

音声出力の設定びできる DVD プレーヤーでは、ステレオ再生 
(または2チヤンみレ再生)に設定されているときは 「 DVD 」 び 
選ばれます。己.1 ch のアナ□グスレチチヤンネル音声に設定さ 
れているときは 「DVD MULTI 」 び選ばれます。 

•テレビの電源も自動的に「入」になり、テレビの入力は適切 
なビデオ入力に切り換わります。 


テレビの自動入力切り換え _ 

本機のソース宿源)を DVD にすると、テレビの入力び自動 

的に切り換わります。 

- S 映像入力端子に接続しているとき、 「ビデオ 1」 に切り換わ 
0ます。 

-映像入力端子に接続しているとき、 「ビデオ 2」に切り換わ 
ります。(ただし、ビクター製テレビでは BS デコーダー入 
力として 「ビデオ 2」び使われているときは 「ビデオ 3」に 
切り換わります。詳しくはお使いのテレビの取扱説明書 
をご覧ください。） 

- D 映像入力端子またはコンポーネント映像入力端子に接 
続しているとき、 「ビデオ 3」に切り換わります(テレビ側 
び対応しているとき)。 


TV 端子や VTR 端子に接続されているテレビやビデオデッ 
キの電源び、本機の電源に連動して 「入」◄■►「切」 します。 

本機の電源を r 入」にすると： 

-前回選択していたソースび 「 DVD 」 のとき、 DVD 入力端子 
に接続されている DVD プレーヤーとテレビの電源ち自 
動的に入ります。 

• 前回選択していたソースび 「 VTR 」 のとき、ビデオデッキと 
テレビの電源も自動的に入ります。 

• 前回選択していたソースび 「 DBS 」、「 TV 」 のときは、テレ 
ビのみの電源び自動的に入ります。 

本機の電源を切ると： 

DVD プレーヤー、ビデオデッキ、テレビの電源び自動的に 
「切」 になります。 

P お知らせ- 

• ビデオデッキで録画中に、本機の電源を切っても、ビデオデッキの電 
源は切れず録画び続さます。 

- AV コンピュ U ンクを正しく動作させるためには、本機の映像出力の 
設定を行う必要びあります。本機とテレビとの接続に合わせて、正し 
く設定して < ださい。 

- AV コンピュ U ンク IE 対応じ風の製品をお使いのときは、正しく動作 
しない場合びあります。 
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■ :再生を停止します。 

II :再生を一時停止します。 

もう一度再生を始めるときは、►ボタンを押し 
よ9 〇 

トップメニュー、メニュー 

: DVD ソフトのメニューを表示させます。 

1〜9、0 :チャプターまたはトラックを選びます。 

画面表の ：メニューバーを表 TJX させます。 

設定： DVD プレーヤーの初期設定メニューを表 TJX さ 
せます。 

力ーソル(▲、▼、►、ィ)、決定 

:メニュー操作をします。 

音芦 :音声の設定を選ぶメニューを表示させます。 

字幕 ：字幕の設定を選ぶメニューを表示させます。 

アングル ：アングルの設定を選ぶメニューを表示させます。 

リターン ：前のメニュー画面に戻ります。 


►►1 :次のチャプターまたはトラックの頭へスキップ 

します。 


►►:チャプターまたはトラックを先へ進めます 

W ◄:前のチャプターまたはトラックの頭へスキップ 
します。 


チャプターまたはトラックを後へ戻します。 


DVD ボタンを押したあとで、次の操作びでさます。 
► :再生を始めます。 


□ VD プレーヤーによってはこれらの機能びお使いになれない場 
合びあります。そのときは DVD プレーヤーに付属の U モコンを 
お使いください。 


0/1 DVD : DVD プレーヤーの電源を r 入」 切 I します。 


0/1テレビ ：テレビの電源を r 入」观します 

テレビ音量 (+/-) :音量を調節します。 

テレビ/ビデオ ：テレビの入力を切り換えます。 

TV ボタンを押したあとで、次の操作びできます。 

1〜10、11、12 :受信チヤンネルを選びます。 

チヤンネル （+/ —） ：チヤンネルを変更します。 

デジタルテレビは本機の U モコンでは操作できません。 


. ビデオデッキの IJ モ コンコー ドは 「 A 」 に言 g 定してくださし、 
0/1ビデオ ：ビデオデッキの電源を「入」 wr 切」します。 

VTR ボタンを押したあとで、次の操作びできます。 

1-9.0 :ビデオデッキのチューナーの受信チャンネル 

を選びます。 

チャンネル （+/—) 

チャンネルを変更します。 

再生を始めます。 

テープを 巻さ戻します。 

テープを 早送りします。 

再生(または録画)を停止します。 

再生(または録画)を一時停止します。 

再び再生(または録画)を始めるときは、►ボ 
タンを押します。 




リモコンで操作する刖に ••• 

• U モコンは、お使いになる機器の U モコン受光部に向けて操作してください。 

• 本体のソース機器選択ボタンで選んだときは、 U モコンで操作できないことびあります。必ず U モコンのソース機器選択ボタンを 
使って選んでください。 


その刖に ••• 

• 日本ビクター製のビデオデッキには、 「 A 」、 「巳」2種類の U モ コンコー ドを使えるものびあります。 

本機の U モコンを使って、お手持ちのビクター製ビデオデッキをお使いになるには、 VTR 入力端子に接続したビデオデッキの U モ 
コンコードを 「 A 」 にしておく必要びあります。 

• 接続した機器の操作については、機器に付属の取扱説明書ち併せてご覧ください。 


本機に付属している U モコンでビクター製のビデオ機器を操作することびできます。 


ビデオデッキ 


DVD プレーヤー 


を操作ずる 


U モコンでビクター製の 
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リモコンで他メーカーの機器を操作する 


本機の U モコンで他メーカーのテレビやビデオデッキを操作することびできます。 


U モコンで他メーカーのテレビやビデオデッキを操作するとさ 
は、それぞれのメーカーに対応したコードを設定する必要びあり 
ます。お使いの機器の取扱説明書わ併せてご覧ください。 


，—- 

. U モコンの乾電池を交換したときは、もう一度メーカーの設定をや 
り直して < ださい。 


テレビのメーカーを設定ずる 


1. 0/1テレビボタンを押したまま ••• 

TV ボタンを押したあと、数字ボタン （1 〜9、0)を 
使ってメーカーコード番号 (2 ケタ）を入力する 

例：お使いのテレビび松下製に 3) のとき 

〇畔の 一®と押す 

各メーカーのコード番号は下記の表をご覧ください。 

2. 0/1テレビボタンを離す 

3. 0/1テレビボタンを押して設定を確認する 

テレビの電源び「入」切」でさたら設定は終了です。 

をしうまく機能しないとさは、同じメーカーの別のコード番号を 
使ってもラー度設定をやり直します。 

テレビを操作する 

0/1 テレビ ：テレビの電源を「入」 ◄■►「 i 如します。 

テレビ音量 (+/-) :テレビの音量を調節します。 
テレビ/ビデオ ：テレビの入力を切り換えます。 

TV ボタンを押したあとで、次の操作びでさます。 

1〜10、11、12 :テレビの受信チヤンネルを選びます。 
チヤンネル （+/-) :テレビのチヤンネルを変更します。 

デジタルテレビは、本機の U モコンでは操作できません。 


•メーカーコード番号一覧(テレビ) 


メーカー 名 

メーカーコー ド番号 

日本ビクター 

日1、日2、日3 

アイワ 

28、29 

NEC 

]已 

コ J レテイナ 

31、32、33、34 

サン ヨー 

04、0己、06 

シャープ 

07、08 

ソ ニー 

11、に、13 

東芝 

14 

パイオニア 

16 

日立 

17. 18 

フイ U ツプス 

30 

富±通ゼネラル 

09. 10 

フナイ 

19、2日、21、22 

松下 

S 3、24、2 己、26 

王菱 

27 


ビデオデッ丰のメーカーを設定ずる 


1. 0/1ビデオボタンを押したまま ••• 

VTR ボタンを押したあと、数字ボタンり〜9、0)を 
使ってメーカーコード番号 (2 ケタ）を入力する 

例：お使いのビデオデッキび松下製に 4) のとき 

〇一の畔のと押す 

各メーカーのコード番号は下記の表をご覽ください。 

2. ( D / I ビデオボタンを離す 

3. ( D / I ビデオボタンを押して設定を確認する 

ビデオデッキの電源び r 入」和►「切」できたら設定は終了です。 
もしうまく機能しないとさは、同じメーカーの別のコード番号を 
使ってもう一度設定をやり直します。 


ビデオデッキを操作ずる 

0/1 ビデオ ：ビデオデッキの電源を「入」 wr 切」します。 

VTR ボタンを押したあとで、次の操作びできます。 

► :再生を始めます。 

■ :再生(または録画)を停止します。 

II :再生(または録画)を一時停止します。 

再び再生(または録画)を始めるときは、 
►ボタンを押して<ださい。 

◄◄ :テープを 巻さ戻します。 

►► :テープを 早送りします。 

チヤンネル （+/—) 

:チヤンネルを変更します。 


•メーカーコード番号一覧（ビデオデッキ) 


メーカー 名 

メーカーコー ド番号 

日本ビクター 

日1、日2、日3 

アイワ 

3日、31、32、33、34 

NEC 

] 6、17、18、19 

コ J レテイナ 

36 

サン ヨー 

04、〇已、06、07 

シャープ 

08.09 

ソ ニー 

11、に、13 

東芝 

14. 15 

パイオニア 

20 

日立 

21、22 

フイ U ツプス 

3己 

富±通ゼネラル 

10 

フナイ 

23 

松下 

24、2己、26、27 

王菱 

28.29 
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DVD プレーヤーのメーカーを設定ずる 


1.(1)/1 DVD ボタンを押したまま ••• 

DVD ボタンを押したあと、数字ボタン （1 〜9、0)を 
使ってメーカーコード番号 (2 ケタ）を入力する 

例：お使いの DVD プレーヤーび松下製(日 6) のとき 

〇一 任3畔伍)と巧す 

各メーカーのコード番号は下記の表をご覽ください。 

を （1)/1 DVD ボタンを離す 

3. (1)/1 DVD ボタンを押して設定を確認する 

DVD プレーヤーの電源び「入」和►「切」できたら設定は終了です。 
もしうまく機能しないとさは、同じメーカーの別のコード番号を 
使ってもラー度設定をやり直します。 


DVD を操作ずる 

(1)/1 DVD : DVD プレーヤーの電源を 「入」 一 「切」 し 

ふ^ 〇 

DVD ボタンを押したあとで、次の操作びでさます。 
メニュー ： DVD ソフトのメニューを表示させます 

1-9.0 :チャプターまたはトラックを選びます。 

► :再生を始めます。 

◄◄ :前のチャプターまたはトラックの頭ヘス 

キップします。 

►► :次のチャプターまたはトラックの頭ヘス 

キップします。 

■ :再生を停止します。 

II :再生を一時停止します。 

もう一度再生を始めるとさは、►ボタン 
を押します。 

力ーソル (▲、マ、ィ) 、ミ夫定 

:メニュー操作をします。 


•メーカーコード番号一覧 ( DVD プレーヤ ー） 



メーカー名 

メーカーコード番号 

日本ビクター 

01 

オンキヨー 

10. 11 

ケンウッド 

08 

サムスン 

12 

ソ ニー 

02 

東芝 

03 

パイオニア 

04 

日立 

14 

フイ U ップス 

15 

松下 

06 

兰菱 

09 

ヤマ八 

13 


その他の操作 





















故障かな？と思う前に 


故障かな？と思ったら、修理に出す前に下の点検をしてください。下記の項目に当てはまらないときは、本システム iu 外の原因 
も考えられます。接続している機器なども併せてお調べください。なお、下記の項目をチェックしても直らないとさは、「保証とア 
フターヴービス」(- ► 50ぺージ)をお読みの上、修理を依頼してください。 


電源について 


症が 

原因 

処置 

電源び入らない。 

電源コードびコンセントから抜けている。 

電源プラグをしっかりと差し込む。 

再生中に電源び 「切」 になる。 

おやすみタイマーび設定されている。 

おやすみタイマーを解除する。(- ► 22 ぺージ） 

電源 「入」 時に STANDB 丫 ランプび 
点巧し、すぐ電源び「切」になる。 

大音量のために本機に過負荷びかかってい 
る。 

1. 再生中のソース機器を止める。 

2. 本機の電源を入れて音量を調節する。 

スピーカーコードびシヨート(短絡）したため 
に本機に過負荷びかかっている。 

電源コードを抜さ、スピーカーの接続を確 
認する。 

スピーカーコードびシヨート(短絡）してい 
ないとさは販売店に問い合わせる。 

高電圧のために本機に過負荷びかかっている。 

電源コードを抜いて販売店に問い合わせる。 


リモコン操作について 


症が 

原因 

処置 

U モコンび働かない。 

本機から離れすざているか、本機のほうに向 

U モコン受光部に向けて約己 m じ(内で障 


けていない。 

害物を避けて送信する。 


電池び消耗している。 

電池を交換する。 （一 19ぺージ) 


電池の極性（©、© ) び違う。 

電池を正しく入れ直す。 ( 一 y 9 ページ） 


U モコン受光部に直射曰光び当たっている。 

直射日光をさえざる。 

テレビまたはビデオデッキび操 

入力したメーカーコード番号び間違ってい 

正しいメーカーコード番号を入力し直す。 

作でさない。 

る。 

( 一が 、47 ぺージ） 


ソース機器選択ボタンを押していない。 

操作したい機器のソース機器選択ボタン 
を押してから、操作する。 
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音声について 


症が 

原因 

処置 

音び出ない。 

スピーカーコードび接続されていない。 

正しく接続する。 （一 13ぺージ) 


オーディオコードを正しく接続していない。 

正しく接続する。 （-► M 、 16〜18ぺージ) 


間違ったソースび選ばれている。 

正しいソースを選ぶ。 


消音機能び働いている。 

消音 ボタンを押して消音機能を解除する。 
(一 22ぺージ） 

サラウンドモードを選ぶことび 

フ□ントスピーカーじ(外のスピーカーび接 

センタースピーカーまたはサラウンドス 

でさない。 

続、設定されていない。 

ピーカーを接続し、正しく設定する。 

片方のスピーカーからしか音び 

スピーカーコードを正しく接続していない。 

接続を確認する。 

出ない。 

左ちのバランスび合っていない。 

バランスを正しく調節する。 (一 3 S ぺージ） 


映像について 


症が 

原因 

処置 

映像び出ない。 

ビデオコードを正しく接続していない。 

正しく接続する。 


間違ったソースび選ばれている。 

正しいソースを選ぶ。 


テレビの入力選択び間違っている。 

正しい入力を選ぶ。 


ラジオ/その他について 


症が 

原因 

処置 

FM / AM 放送を受信中に連続的に 
雑音び入る、または受信でさない。 

受信している電波び弱すざる。 

FM 屋外アンテナを接続するか、お買い上 
げの販売店に問い合わせる。 

正しく動作しない。 

放送局び遠い。 

別の放送局を選ぶ。 

アンテナび正しく接続されていない。 

正しく接続する。 

雷や電子ノイズでマイコンび誤動作している。 

しりたん電源「切」にし、電源プラグをコンセ 
ントから抜きしばらく待って接続し直す。 


知ほっして諾て 


49 





保証と アフターサービス 


保証書（別添） 


保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取りくださ 
し、。「お買い上げ曰-販売店名」等の記入をお確かめ 
のうえ、記載内容をよくお読みの歡大切に保管して 
<ださい。 

-保証期間- 


お買い上げの曰から]年間 


補修用性能部品の最低保有期間 


この機器の補修用性能部品の 

最低保有期間は、製造巧切り後8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。 


修理に関ずるご相談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は、 お買い上げの 販売店にご相談ください。 


修理を依頼されるときは 


出張修理 


4反49 ぺージの r 故障かな？と思う施こ」に従ってお調べください。それでもなお異常のあるときは、使用を中止し、お 
買い上げの販売店に修理をご依頼ください。このとき不具合の発生したディスクも一緒にご用意ください。 


1 保証期間中は I 

修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書 
の規定に従って販売店び修理させていたださます。 


I 保証期間び過ぎているとさは！ 

修理すれば使用でさる製品については、お客様のご要望に 
より有料で修理させていたださます。 


ご連絡していたださたい内容 


修理料金の仕組み 


品 名 

AUDI 日/ VIDE 日コント□ールアンプ 

型 名 

RX-ES1 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 

ご 住 所 

付近の目印等ち併せてお知らせください 

お 名前 


電話番号 


訪問ご希望日 



便利メモ 

お買い上げ店名 




巧 （ ) 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
损ホ敵人件費、測；^«§§^設備費、古姊雷乡断、修里 
および部品交換、調整、点検にかかる費用です。 

+ 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯 
する部材等を含む場合もあります。 

+ 

出張料 

製品のある場所へ技術者を派遣するための費用で 
す。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 


■ この製品の製造時期は本体の背面に表示されております。 

广 も願し、-\ 

. 本機の故障または不具合等によりディスクの再生などにおいて、利用の機会を逸したため発生した損害 
等の補償については、ご容赦ください。 

\_ J 
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ビクタ—ヴ—ビス窓□案内 (ビクタ—ヴ—ビスてンジ ニ ァリング株式会社) 


幌 S.C. 
JIIS.C. 
見 S.S. 
路 S.S. 
広 S.S. 
館 S.S. 


ご転居等で保証書記載のお買い上げ販売店にアフターサービスをご依頼になれない場合は、最寄りのに相談窓□」にご相談ください。 


青森 

青 森 S.C. 
八戸 S.S. 
祐前 S.S. 

(017)7 吕 3-2 吕巨] 
(0178)44-4 己2 ] 
(0172)28-01 已已 

030-0844 

031-0803 

036-8084 

青森市桂木 4-6- 17 
八戸市諷訪 2-2-3 日 
弘前市高田]- 13-1 

岩手 

盛 岡 S.C. 

水ミ尺 S.S. 

(019) 巨 73-012] 
の 197)22-2773 

020 -083 己 

〇吕 3-08] 已 

盛岡市津志田9地割 24-1 
水沢市天文台通り 3- 12 

が：田 

秋 田 S.C. 

大館 S.S. 
横手 S.S. 

の 18)8 吕 4-3 189 
の18己) 43-0980 
の 182)32-8873 

0] 0-09 已3 

017-0874 

013-0064 

秋田市山王中園町4-] 

大館市美園の己-日 
横手市ホ坂字大道向 3-6 

宮城 

仙 台 S.C. 

石卷 S.S. 

(022)287-01 已] 
(022 已)白 4-77]] 

984-001 1 

白 86-08 已3 

仙台市若林区六了の目西町 7-1 3 
石巻市門脇字四番谷地 8- 18 

山お 

山 形 S.C. 

m 田 S.S. 

(023) 巨 42-0 吕7白 
(0234)2 已 -7 14已 

990-2412 

白 98-0842 

山形市松山 3-12- 18 
酒田市亀ヶ崎日-6-] 

福島 

郡 山 S.C. 

いわさ S.S. 
会ま若松 S.S. 
福島 S.S. 

(024)9 已 2-633] 
(024 己) 27-799] 
(0242)38-1 3己巳 
(024) 已已 3-9437 

9己 3-020 已 

973-8409 

白己已 -0831 

960-0103 

郡山市堤 1-3 

いわき巿内郷御台境町鶴き 6- 1 
会津若松巿表町1 -44 八イツシンフォニー] 0 ] 
福島市本内字南原 26-1 


ii 窓□名 


破 


所 在 


化海道 


北海道 


(011)898-1 180 
(01 巨巨)巨]-3巨已9 
(01 已 7)2 已 -8 已已7 
(01 已已)吕 4-07 曰7 
(01 已已 )24-4493 
(0138) 己2-已324 

東 


004-000已 
070-8012 
0白 0-0037 

080-000已 
080 -080 巨 
040-0001 


札幌市厚別区厚別東5条1 -2-29 
旭川市巧居二条 3-2-1 已 
化見市山下町 4-7- 19 
訓路市松浦町3番3号 
帯広市ま六条南 12-1] 

函館巿五稷郭町 4-1 已函館五棱郭 MF ビル1 F 


化 


関東•甲信越 


新漏 

新 漏 S.C. 
長岡 S.S. 
上越 S.S. 

(02 巳）吕 42-343] 
(02 巳 8)24-839] 
(02 已)巳4已 -1734 

9已 0-0084 

940-0012 

白 42-0081 

新漏市明石 1-2- 19 
長岡市下下条 2-1366-1 
上越市五智1-]1 

長野 

長 野 S.C. 

松本 S.S. 

(02 巨)22]-巨已83 
(02 己 3)2 己-白1已已 

380-0913 

3白 0-0828 

長野市…合新田 962-1 
松本市庄内 2-4-21 

群馬 

前 橋 S.C. 

(027) 吕已已-已白 2] 

37]-8 已43 

前橋市大渡町 1-10-1 
曰本ビクター（株）前橋工場 

栃木 

宇都宮 S.C. 

(028) 己 38-1 巨3白 

32]-0白已3 

宇都宮市東宿郷 3-5-22 

茨城 

水 戸 S.C. 

± 浦 S.S. 

(029) 24白-1已60 

(029)82]-87 已巨 

310-8526 

300-0813 

水戸市元吉田巧1030 

日本ビクター（株）フ大戸工場技術ビル ] F 

±浦市富±崎 1-10-1 

山梨 

甲府 S.S. 

(0 已 5)237-40] 巨 

400-0864 

甲府市湯田2-] 1- 己 

千莫 

【出張修理専門 

】のご相談窓 □ 

首麵サ-ビスセンタ- 

の 3) 已 803-28881 279-0001 1— ミ甫安市当代島2-] 3-27 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

干 葉 S.C. 

柏 S.C. 

浦安 S.S. 

(043)24 已 -2 已88 
の47 1)7 已 -4322 
(047)3 已3-巨189 

2已]-0001 

吕 77-08 巨3 

279-0001 

千葉市美お区幸町 2-1-] 

柏市豊四季已 12-10-67 
浦安市当代島 2-13-27 

まを 

【出張修理専門】のご相談窓口 

首都圏サ-ビスセンタ- 

の 3) 日803 -2888 1 279-0001 |千葉県浦ま市当代島 2-13-27 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

本 郷 S.C. 

秋葉原 S.S. 
練 馬 S.C. 

大 田 S.C. 

八王子 S.C. 

(03) 已己 84-82 已4 
(03) 32已 1-2 128 
(03) 39白 3-7 已吕〇 
の 3) 3727-938 巳 
(0426)46-6914 

11 3-0033 

101-0021 

176-0014 

145-0062 

19吕 -004 已 

文京区本郷 3- 1 4-7 ビクター本郷ビル1 F 
千代田区外巧田 1-6 -日 
練馬区豊玉南 1-1 日-1 
大田区化千束 2-20- 日 
八王子市大和田町 2-9-6 

【業務用機器専門】のご相談窓 □ 

CS センター 

(03) 3874-巳 23] 1 ] 1 0-0003 | 台東区根岸己- 4-3 

埼玉 

【出張修理専門】のご相談窓口 

首都圏サ-ビスセンタ- 

(03)5803-2888 | 279-0001 | 千葉県浦安市当代島 2-13-27 

【お預かり修理 

、 補修用部品】のご相談窓口 

大 き S.C. 

(048) 己已4-巳 24] 

331-0814 

さいたま市化区ま大成町 2-6 已 8-] 

熊谷 S.S. 

(048) 已已3-已10已 

3白]-00已7 

行田市城西 2-7-39 ツイン八イツ石山 B 

巧蔚 II 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

首都圏サ-ビスセンタ- 

(03)5803-2888 | 279-0001 | 千葉県浦安市当代島 2-13-27 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

横 ミ兵 S.C. 
川 崎 S.C. 

平 塚 S.C. 
相模原 S.C. 
横 お T.C. 

(04 已）己己]-0403 
の 44) 97已 -187 日 
(04 巨 3)3 已 -21 已〇 
(042)77 日-20已吕 
(04 己） 234-4 已00 

231-0028 

吕]巨-0024 

2已 4-00 巨已 

229-0004 

243-0401 

横お市中医翁町 1-3-1 

川崎市宮前区南平台 3-2 (第2石原ビル） 

平塚市南原 2-4 -已 

相模原市ち淵 3-7-4 

ミ毎を名巿東柏ヶ谷 6-1 日-2己 


東海•化 


陸 


静岡 


藝知 


岐阜 


云重 


冨山 


石川 


福井 


(054)282-414] 
(0 已巳白） 22-1 已已7 


(0 已 3) 42]-344] 
(0 巳己 8) 吕已 -323 己 
(0 已巨 4) 己]-己白 3] 
(0 已 32) 已 4-08] 已 


の已 8) 274- 1947 


(0 已 93) 已吕 -084] 
の已 9)229-7780 


(07 巨)42已 -2397 


(07 己)2巨 9-4821 


(077 巨）已 3-69] 6 


422-8043 

410-0041 


43己-0041 
481-0041 
444-0833 
440-0028 


已 00-83 巨7 


己] 0-007 巨 
己] 4-08] 已 


静岡市中田本町己2-31中田ビル1 F 
沼津市筒井町6-已 


お松市北島田 T 78 已 
西春曰井郡西春町九之坪鴨田 121-1 
岡崎市桂曙 3-10- 12 
菩橋巿を米東町 1-1-1 


山支阜巿宇化唐 13-1-28 


四日市市堀木 2-1 已 -2 
津市大字藤方 485-1 8 


富山市二□町四了目1 -3 


金お市新保本四 T 目日 5- 17 


福井市西開発 3-2] 1 


所在地、電話番号が変更になる場合がございまずので、あらかじめご了承ください。 

参略号について S.C. はヴービスセンターの略称です。 

S. S. はサービスステーションの略称です。 

T. C. はテクニカルセンターの略称でず。 
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11 

窓口名 

T E L 

愚 

所在地 

近 畿 

滋賀 

滋賀 S.S. 1 (077)582-5812 1 己 24-0033 |守山市浮気町2日8 

を都 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

大 阪 S.C. 「の 6) 己304-日 73] r 已 32-0027 1大阪市泡 II 区田… 2-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

京 都 S.C. 

(07 已)已 44-0247 

612-8401 

京都市伏見区巧草下り1原町31 - 1 

京都 

北部 

福知山 S.S. 

(0773) 22-86 巨4 

620-0 □已9 

福知山市厚東町14日-2 


【出張修理専門】のご相談窓 □ 

大 阪 S.C. 1 (06)6304-5731 | 532-0027 | 大阪市斑 11区面 1 12-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

ま 良 S.C. 

の 744)24 -已 27] 1 634-0007 | 層原市葛本町 834-2 

大阪 

【出張修理専門 

】のご相談窓 □ 

大 阪 S.C. 

(0 白)6304-已 73] 1 已 32-0027 1 大阪市淀"1 区田" 12-4-28 

【お預かり修理 

、補修用部品】のご相談窓口 

大 阪 S.C. 

巧 S.S. 

(06)6304-5731 
(07 吕 2) 已 4-288] 

已 32-0027 

591-8032 

大阪市斑 II 区面 112-4-28 
±巧市百舌鳥梅町 3 T 目21 -2 伊助ノ V イツ 

【業務用機器専門】のご相談窓口 

大阪メンテナンス 

センター 

(06) 巨304-已71巳 

已 32-0027 

大阪市猫 II 区面 112-4-28 

和歌山 

和歌山 S.S. 
田辺 S.S. 

(073)472-679 白 
(0739) 2吕-白97巨 

640-8323 

646-0031 

和歌山市太田 430-8 
田辺市漢]日 8]-12 

兵庫 
中東部 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

大 阪 S.C. 

1 の 6)6304 -日731 1 532-0027 1 大阪市斑 II 区面 112-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

巧 戸 S.C. 

(078) 2巳 2-0 巳62 

巨己]-008巨 

巧戸市中央区磯上通 3-2-1 日 

兵庫 
西部 

姫路 S.S. 

の 792) 34-3833 

670-097 已 

姫路市中地南町1 1-1 

中 国 

岡山 

岡 山 S.C. 

(08 已 ）243-1 已巨己 

700-0927 

岡山市西ち松西町 8-23 

広島 

広 島 S.C. 

福山 S.S. 

(082) 243-白839 
(0849)31-6984 

730-082 巳 
721-0973 

広島市中区光南 3-9- 17 
福山市南蔵王町3-已 -1 已 

山 □ 

山 □ S.C. 
徳島 S.S. 
下関 S.S. 

の 83)973-3708 
(0834)27-1331 
(083 吕）己！-] 040 

7己 4-0022 

74已 -0042 

7已] -08 已2 

吉敷郡ル郡町花園町已 -28 
徳山市野上町 2-3 已 
下関市熊野町 2-14-23 

島根 

山陰ビクター販売（株） 

松 江 S.C. 

(08 已吕 ）31-8900 

己白 0-0823 

松江市学園 1-1 目-39 

鳥 取 

山陰ビクター販売（株） 

鳥 取 S.S. 

(08 己 7)23-2] 己] 

680-091 1 

鳥取市千代水 1 T 目22-] 

匹 

1 国 

き川 

高 松 S.C. 

(087) 8已巨 -1200 

7己]-80已7 

高松市田村町2□已 -] 

徳島 

徳 島 S.C. 

(088) 已 22-7387 

770-80 已2 

徳島市巧お 2-37 

局 知 

高 知 S.C. 

(088)882-0 巳46 

780-8122 

高巧市高須新町 4- 143 

愛媛 

松 山 S.C. 

宇和島 S.S. 

(08 白)白 23-0372 
(08 白已 ）20-1 018 

791-8015 

798-0087 

松山市中央 1-4- 12 
宇和島市坂下津甲 407-40 

九州-沖縄 


福岡 
佐賀 

福 岡 S.C. 

义留米 S.S. 
化九州 S.C. 

(0 白吕 )-43]-12 巨] 
の 942)-39-349 已 
の白 3)921-398] 

812-001 1 

830-0038 

802-00 已4 

福岡市博を医博を駅前 4-1 巨-1 
义留米市西町字巧浦 1-1 192 
化九州市ル倉北区片野 2- 1己-12 

長崎 

長 崎 S.C. 
佐巧保 S.S. 

(09 已 )8 巨2-已已22 
(0 白已己)33-已已己8 

8已 2-80 吕] 

呂己7-]1已6 

長崎市城山町 9- 13 
佐世保市木風町 1467-2 

大分 

大 分 S.C. 

(0 白 7) 已 43- 1422 

870-0882 

大分市大道町 4-1-2 

熊本 

熊 本 S.C. 

(09 已 )3 已 3-4 已36 

861-4101 

熊本市近見町 8-1-10 

宮崎 

宜崎 S.S. 
延岡 S.S. 

(098 巳)吕4-已 40] 
の 982)3 己-7707 

880-0032 

882-08 巳7 

宮崎市霧島町3-巳9 
延岡市您領町 24-3 

鹿巧島 

鹿児島 S.C. 

の 99)28 吕 -88 18 

8白 0-0034 

鹿児島市田上 tT 目 9-8 

沖縄 

沖 縄 S.C. 

(0 白 8)8 白 8-3 己 3] 

901-2227 

ミ中縄県宜野湾市宇地巧760 


詩 岡 S.C. 
沼ま S.S. 

お松 S.S. 
名ち屋 S.C. 
E ミ可 S.C. 

豊橋 S.S. 

岐阜 S.S. 
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ビクター製品のアフターサービスはお買し、上げの販売店へご相談くださし、 
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主な仕様 


-本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することびあります, 


映像入力端子 

映像（コンポジット） 
S 映像 


D 4 映像 


感度/インピーダンス 


DVD 、 D 巳 S、VTR : 
DVD、D 巨 S、VTR 
丫入力 ： 

C 入力 ： 

DVD、DBS 
丫出力 ： 

Pb/Cb 、 Pr/Cr 出力： 


].0 V ( p - p )/7 己 0、 同期負 


].0 V ( p - p )/7 己 0、 同期負 
日.286 V ( p - p )/7 己0 

].0 V ( p - p )/7 己0 
日. 7 V ( p - p )/ 750 


映像出力端子 

映像（コンポジット） 
S 映像 


D 4 映像 


出カレベル/インピーダンス 

VTR 、 モニター:] .0 V ( p - p )/7 己0 、 同期負 
VTR 、 モニター 

丫出力 ：] .0 V ( p - p )/75 0 、 同期負 

C 出力 ：日. 286 V ( p - p )/7 己0 

モニター 


丫出力 ：1 .0V(p-p)/7 己0 

Pb/Cb 、 Pr/Cr 出力：日. 7V(p-p)/7 己0 


実用最大出力 ( J 曰 TA ) フ□ント 


音芦入力端子 


センター 

サラウンド 

アナ□グ入力 
デジタル入力 


100 W +100 W (60) 

100 W (60) 

100 W +100 W (60) 

感度/インピーダンス 

TV、D 巳 S 、 VTR 、 DVD ( MULTI ) 

: S 30 mV /47 kO 
同軸デジタル] :日.己 V ( p - p )/7 己0 

光デジタル2/3 : -21 服 m 〜 一1 己服 m 

(サンプ U ング周波数 3 SkHz 、44. 1 kHz 、48 kHz に対応) 


音芦出力端子 


アナ□グ出力 VTR 

サブウー八一 
へッドホン (03 .己) 


その他の端子 


AV コンピュ U ンクの （X2) 


S / N 比 
周波数特性 


DVD MULTI : 87服 （，66 IHF ) 

TV 、 DBS 、 VTR、DVD ( MULTI ) 

: 20 Hz 〜 20 kHz (± ] d 巳) 


FM チューナー 

受信周波数 7 目.日日 MHz 〜] 08.00 MHz 
アンテナ 7己〇不平衡型 


AM チューナー 

受信周波数 己31 kHz -1 629 kHz 
アンテナ アンテナ外部端子(ループアンテナ) 


その他 


ス U - プタイマー ]0、20、30、40、50、60、70、80、90分 


電源 
消費電力 


最大外形寸法(幅X高さX奥行) 
質量 


AC ]00 V 、 己 0 HZ /60 HZ 共用 
電源「入」時 ]15 W 

電源「切(待機)」時 2 W 
435 mm X 69 mm X 330.5 mm 
約6.己 kg 


- J 曰 TA は電子情報技術産業協会に定められた測定方法による数値です。 
-付属品については 2 ページをご覧ください。 
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音声信号/サラウンドが応表 


本機でお使いいただけるサラウンドと音芦信号の対応表です。 
詳しくは r サラウンドを使う」 ► 3み〜がぺージ)をご覧くださし、。 


サラウンド 

STEREO 

DOLBY 



PLn 

PLn 

LIVE 

DANCE 



ALL CH 

音声信％^^ 

サラウンド「切」 

DIGITAL 

DTS 

AAC 

MOVIE 

MUSIC 

CLUB 

CLUB 

HALL 

PAVILION 

STEREO 







用語索引 


ア行 


アナ□グ/デジタル入力切換 . 20 

アナ□グ接続 . 14 

アナ□グマルチチヤンネル . 43 

アンテナコネクター . 11 

インプッ h アッテネーター . 38 

映像入カモード . 36 

エフェクト . 42 

オー h サラウンド . 35 

オーディオポジション . 24 

オート選局 . 27 

おやすみタイマー . 22 

オールチヤンネルステレオ . 39、40 

音質の調節 . 37、42 

胃声 . 34〜36 

力行 

記憶(放送局） . 26 

簡単スピーカー設定 （ QU に KSETUP ). 12、30 

ク□スオーバー周波数 . 33 

ヴ行 

サイズ(スピーカー） . 32 

サブウー八一 . 1 Z 13 s 28.32 

サブウー八一出力端子 . 13 

左ちバランス . 42 

サラウンド . 39 

指向性 . 12 

自動スピーカー設定 . 12、29 

受信表示 . 25 

出カレベル . 37、42 

消胃 . 22 

スピーヵー端テ . 13 

スピーカーのサイズ . 28、32 

スピーカーの出カレベル . 37 

スピーカーの遅延設定 . 28、33 

スピーヵー配置 . 12^41 

夕行 

ダイナミックレンジ . 35 

ダウンミックス . 2^ A 0 

麵設定 . 28 

ディ7- . 22 

テスト!ン . 42 

デジタル接続 . 14 

デジタル入力信号フォーマット . 23 

同軸デジタルコード . 14 

ドルビーデジタル . 13、39 

ドルビープ□□ジック n . 39、40 


ハ行 


バスブースト . 24、38 

光デジタルケーブル . 17.18 

プ U セツト選局 . 27 

へッドホン . 21 


マ行 


マニュアル選局 . 27 

マルチチヤンネルサラウンド . 39 

マルチチヤンネルソフト . 13 

メーカーコード番号 . 46、47 

メモ U -. 26 

ラ行 

ラジ ; r . 25 

U スニングポジション . 12 

アルフアベツト 

AM 放送 . 25、26 

AM ループアンテナ . 11 

AV 機器 . 20、27 

AVZI ンピュ U ンク . 44 

BAL . 38 

BASS . 37 

DAP . 39、40 

DSP . 39 

D に ITAL IN . 34 

Dolby Digital . 13、 39 

DTS . 13、 39 

D 映像端テ . 15、17、18 

EFFECT . 38 

FM 簡易型アンテナ . 2、" 

FM 受信モード . 27 

FM 放3! . 25 

INPUT ATT . 38 

LFE . 35 

MPEG -2 AAC . 39 

PANORAMA . 38、 43 

QUICK SETUP . 30 

RCA ピンプラグコード . 13 

S 映像端テ . 18 

S ビデオコード . 15、 16.17. 18 

TREBLE . 37 
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- i 別売りのオプション品 y 


オーディオコード 
DVD 用オーディオコード 
ビデオコード 
S ビデオコード 
D 端子コード 

同軸デジタルコード 
光デジタルケーブル 
パワードヴブウー J \ 一 
アンテナコネクター 


CN -510 E 

CN - D 2 1 OE (ピンプラグ X 6 〜ピンプラグ X 6) 
VX -110 E 
VC - S 110 E 

VX - DS 1] 日 ( D プラグ〜 D プラグ） 

VX - DS 21 日 （ D プラグ〜ピンプラグ X 3) 

CN - D 110 E 

XN -1 10 SA 

SX - DW 303 

VZ -71 A 


別売りのオプシヨン品は、お買い上げの販売店でお求めください。 
(品番は変更されることびあります） 


^ ご相談や修理は 1 

ビクター製品についてのご相談や修理のご依勵ホ、 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談ください。 

修理などのアフターヴービスに関するご相談 

ビクターサービスエンジニアリング株式会社 

お買い物相談や製品についての全般的なご相談 

お客様ご相談センター 

57 ページの「ビクターサービス窓□案内」 

をご覧ください。 

V 

フリーダイヤル 

r 減0120-2828-17 

携帯電話* PHS • FAX などからのご利用は 

東京 Q (03) 己 684-93 11 

FAX (03) 曰 684-93 17 

干 11 3-0033 東京都文京区本郷 3 - 14-7 ビクター本郷ビル 

大阪 Q (06) 676 曰- 4161 

FAX (06) 676曰-4891 

〒日日 0-00 13 大阪市西区新 町 3 - 1-31 新 町 レナウンビル J 


ビクターインターネツトホームぺージアドレス http://www.jvc-victor.co.jp/ 


曰巧ピク g —巧なさな 

AV &マルチメディアカンパニー 

干1 -8528 巧奈 j 11県横ミ兵市ネ申奈 j 11区守屋町3-に 


Rx-msl >CDIO/<IDmo U V ア □ 丄巧窃 its 
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